
　本展は工学部機械システム工学科の毛利教授を委員長とし，
ポンサトーン准教授，和田准教授のご協力を得て実施しており
ます．また，カルソニックカンセイ株式会社，株式会社ジェイテ
クトの協力，日本自動車技術会の協賛を頂いております．

科学博物館運営委員より
                                                                                            
▶農学部生物生産学科　横山岳准教授・副館長
　今年度より博物館運営委員となりました生物生産学科蚕学
研究室の横山 岳です．私の研究室は名前の通り繊維学部の養
蚕学科の流れを汲んでおります．科学博物館の建物はかつて養
蚕学科の建物で，私の恩師達が府中に移動する前はここで過ご
していたと聞いています．科学博物館は養蚕・製糸関係の展示
物が多く，私の担当する講義のひとつでは博物館を観てレポー
ト作成を課しております．縁ある科学博物館の運営委員として
微力ながらお手伝いできればと考えております．今後ともよろ
しくお願いいたします．

▶工学部応用分子科学科　齊藤亜紀夫准教授
　今年度より初めて博物館運営委員を拝命し，博物館運営に関
して右も左もわかりませんが，精一杯頑張ります．特にMusset
担当として，博物館のガイドツアーを行っている支援学生さん
の活躍の場が増えるよう，博物館の入場者数の向上に努めてい
きたいと考えています．そのためにも，広報につながるような
Musset 学生の活動に関する新企画などを提案できれば，とも
考えております．よろしくお願い申し上げます．

▶工学部有機材料化学科　合田洋教授
　結び目や組みひもを数学の対象として研究しています．数学
の世界では英語を用いて，結び目は knot，組みひもは braid と
呼ばれ研究されています．
　それで友の会の結び目サークル，組みひもサークルの顧問を
担当させて頂いたこともありました．今年は博物館創基 130
周年ということで 130 周年事業実行委員会委員も務めさせて
頂きます．微力ながらお手伝いできればと考えております．ど
うぞよろしくお願いいたします．

▶工学部電気電子工学科　瀧山健准教授
　工学部 電気電子工学科 特任准教授の瀧山健です．本博物館
には貴重な資料が ( 時には驚くほど身近な距離で ) 多々展示
されており，毎度訪れる度に興味深く拝見させていただいてい
ます．また，博物館ガイドツアーなどを担当する学生サークル
の存在を先日初めて知り，私が学生の頃に戻ることができるな

らば参加したいと思うような魅力的な活動内容のようでした．
　私はヒトを対象とした身体運動制御・身体運動学習に着目
し，脳の数理モデリング，生体信号計測，行動実験を研究ツール
としています．どなたにも身近な身体運動を研究テーマとして
いるため，オープンな研究会の開催などを通じ，本博物館を更
に多くの方々に周知していただけるよう尽力していきたい次
第です．

▶工学部化学システム工学科　長津雄一郎准教授
　最近では，本博物館は，本学の農学・工学の研究成果を発信
する場，また地域の皆様，将来の担う子供たちに科学の面白さ，
素晴らしさ，重要さを 体感していただく場としての役割が大
きくなっている認識しております．博物館委員として，その役
割に微力ながら貢献していきたいと考えています．

▶工学部機械システム工学科　直井克彦准教授
　今年が農工大に赴任して 3 年目，博物館委員としては 2 年
目となります，工学部機械システム工学科の直井克之と申しま
す．博物館は今年 130 周年を迎えるということで，この記念す
べき年を盛り上げるため微力ながらお役に立てることがあれ
ば，と思っております．様々な催しが予定されておりますので，
まずは積極的に博物館に足を運ぶことから始めていくつもり
でおります．どうぞよろしくお願いいたします．
　
▶工学部物理システム工学科　嘉治寿彦准教授
　科学博物館は，常設展示・特別展示に加え，講堂や実験室な
どあり，学内外や地域の方々に様々な目的でご利用いただける
魅力の詰まった施設です．私もその魅力を増やし，皆様にお伝
えできる一助となっていきたいと思います．

▶工学部生命工学科　中澤靖元准教授
　昨年度に引き続き博物館運営委員を務めさせていただきま
す，生命工学科の中澤靖元です．
　博物館創立 130 周年という節目の年に運営の一端を担うこ
とができ，大変嬉しく思います．
　学内外に愛される博物館として，また，本学の研究や様々な
活動を未来に伝える大学博物館として，今後も末永く発展する
ことを期待します．

2016 年度　友の会サークル発足
式に寄せて
                                                                                             

▶ 國眼孝雄（工学部名誉教授・友の会会長）

平成 27年度の科学博物館活動
                                                                                             

▶ 梅田倫弘 ( 科学博物館長・教授 )

　平成 24 年 10 月の耐震改修工事終了後にリニューアルオー
プンして平成 27 年 4 月には 2 年半を迎えました．人間で言え
ば，やっとよちよち歩きの段階ですが，大学教職員ならびに博
物館支援団体のボランティアの方々に助けられ不完全ではあ
りますが所期のミッションをこなしつつあります．ここでは，
リニューアル後 3 年目に入る平成 27 年度の活動状況につい
て簡単にまとめてみたいと思います．

【1】入館者状況
　平成 24 年 10 月のリニューアル後の月別の入館者数と積算
入館者数の状況を下のグラフに示します．平成 27 年度の入館

者総数は，22,410 人と，昨年度に比べて 500 人あまり微減とな
りました．これは，11 月の科学技術展および 2月の友の会サー
クル作品展の入場者数が 2000 人余り減少したことが響いて
いるようです．特に科学技術展の減少がひどく，学園祭が行わ
れなかったことが背景にあります．ただ，2000 人を超える月
は，6，7，9，10，11 そして 2月となっています．これは，例年 11
月，2月が 2000 人を超える月でしたので，月数が大幅に増えま
した．これは，博物館事業の中心である企画展への来館者が増
えたことの反映と考えられ，特別展に依存しない博物館活動が
実現できつつあると評価しています．

【2】展示事業
（1）企画展
　企画展は，学内の教職員によって提案された教育研究に関連
する展示企画を博物館が支援することで実施する非常設の展
示です．平成 27 年度は，昨年度からの継続も含めて 3 件の企

土ができてくる様子やその構造を，標本，写真，映像を通して紹
介しました．さらに，本館所蔵の東京高等蚕糸学校時代の教材
から明治期の土壌図（武蔵国北部　恒藤規隆・フェスカ：明治
21 年）の展示も同時に行い，来館者も興味を持ってくれたよう
でした．

②「日本の生物多様性とその保全」
会期：8月 1日～ 10 月 3日【来館者 3,481 名】
　国立科学博物館巡回展を誘致し，日本の生物多様性の特徴や
現状，保全活動および本学の生物多様性に関する教育・研究に
ついて展示しました．特に，本学所蔵の昭和 40 年代に調査さ
れた小笠原諸島の植物標本は，現在では入手困難な貴重な資料
を展示すると共に，府中市浅間山に生育するクジュウツリスゲ
や府中用水に生育するアイノコイトモなども紹介しました．会
期が夏休みもあって，地域の小学生も熱心に見ていました．

【3】学内教育および教育普及事業
(1) 学部 1年次博物館見学
　大学入学時のモチベーションを上げるために 2 年前より始
めた学部 1 年次の博物館見学ですが，Ｈ27 年度も工学部は全
学科を対象に工学基礎実験の一コマを使って博物館見学を行
いました．今回から，工学基礎実験が，学科によって前後期に分
かれて実施をしました．各回とも博物館の歴史や収蔵品の特徴
などのアウトラインを説明した後，1 班 20 名弱に分かれて館
内の展示品を学芸員や musset 学生のガイドによって見学を
しました．
　一方，農学部は，移動の時間や経費の問題があり，実現できて
いませんでしたが，今年度初めて生物生産学科の 1年次全員が
博物館見学を行うことができました．
　例年，レポート課題と共に見学の感想を提出してもらってい
ますが，8割を超える学生が大学の歴史や研究力などに興味を
示し，本学に入学して良かった，プライドが持てた，などポジ
ティブな感想を述べた学生が多数いました．

(2) 学芸員課程
　昨年度から博物館実習が通年になり，様々な取り組みをして
いますが，今年度は，8月 25，26 日に科学実験教室「タイカン！
ジッカン！ハクブツカン」を企画し，小中学生を対象に体験型
の実験や観察を通して科学の面白さを伝える取り組みを試み
ました．詳細は「ニュース速報 20 号」に譲りますが，担当した
学生は，準備は大変でしたが，分かってもらえる喜びを感じた
と異口同音に感想を述べていました．
　また，この実験教室の延長上の一つとして，館内の常設展示
の一部をリニューアルする取り組みを実施しました．受講生を
3班に分け，「繊維の基本と分類」「繊維の特性」「農工大で用い
られてきた理化学実験機器」の展示を制作しました．詳細は
「ニュース速報 22 号」に譲りますが，2階の常設展示室の東京
高等蚕糸学校の繭資料の先の部分が，見違えるように現代的に

なり，特に繊維の特性を理解できる実験ビデオは，受講生の創
意工夫が見られ，大学博物館に相応しい展示となりました．

(3) 国立科学博物館サイエンスコミュニケーション講座
　昨年度，国立科学博物館との協働事業として，おもにmusset
学生を対象にサイエンスコミュニケーションの入門講座を開
講し，学生のサイエンスコミュニケーションへの興味関心を喚
起しました．この流れの中で国立科学博物館が実施している
「サイエンスコミュニケータ養成実践講座（SC1,SC2)」を受講し
た場合，大学院博士前期課程もしくは修士課程の単位として認
定する制度を，三学府の教育委員会のご理解ご協力の下，導入
することができました．
　実際に，前期に開講した SC1 では，4名の大学院生が受講し，
後期の SC2 では 2 名の大学院生が受講してそれぞれ，所属の
学府から単位認定を受けることができました．この単位認定制
度の導入により，本学院生のサイエンスコミュニケーション力
を身につけたい学生へのインセンティブになるものと考えて
います．今後も多くの大学院生の挑戦を期待しています．
　また，大学院生のサイエンスコミュニケーション力を養成す
るために，musset の大学院生が学園祭で「のこはくサイエンス
トーク」（9月27日，工学部），「サイエンスカフェ」（11月13日，
農学部）を企画し，開催しました．SC講座で獲得した様々な知
識や体験を実践する場として有効に活用できたと考えます．今
後も，彼らの後輩が後に続いて，農工大学大学院生にサイエン
スコミュニケーションへの興味と実践が根付くことを願って
います．

(4) 子供科学教室
　今年度も，例年の通り，小学生の科学への興味を喚起するた
めに，子供科学教室を月 1回のペースで開催し，保護者も合わ
せて合計 136 名の参加がありました．両学部の教員，博物館学
芸員，そしてmusset 学生による以下のような様々なテーマに
よる教室が開講され，大変好評でした．
・糸繰り体験をしよう！（musset）
・虹を作って，光の秘密を解き明かそう！（飯野孝浩特任助教）
・カメラの御先祖を作ろう：カメラオブスクラ（室尾和之准教
授）
・MIRAI の電池，燃料電池を理解しよう（村上尚准教授）
・カイコの繭から糸を繰ってみよう（齊藤有里加特任助教）
・動物を学ぶふれあい教室（渡辺元教授）

(5)EPOCH プログラム
　科学技術振興機構 JST より公募されていた「次世代科学者育
成プログラム」に科学博物館学生に実施母体となり「未来の
スーパー科学者 EPOCHプログラム」申請を行い，27 年度実施
分として採択され，8月より受講者の募集活動を行い，面接等
を経て 18 名の中学生が受講生として採用され，9 月より翌年
の 3月まで月に 2～ 3 回の実験教室が開催されました．3月末

画展が開催されました．2 件は学内公募型の企画展，1 件は工
学府広報戦略委員会の提案によるもので年度をまたいで実施
された企画展です．

①「未来の再生可能エネルギー展」
工学府広報戦略委員会
会期：平成 27 年度の 3月 17 日～ 6月 13 日【来館者 4,363 名】
　本学のエネルギー関連研究を一堂に集めた企画展「農工大が
想う，描く，カタチにする．未来の再生可能エネルギー展」が
3ヶ月余りに亘り開催されました．実行委員会委員長の工学府
亀山名誉教授を中心に 15 研究室の最先端研究を集めること
ができました．例えば，檜の香りが豊かな発電用木質チップの
実物，カーボンナノチューブ上に結晶成長させた電池，キャパ
シタ電極，小水力の研究などエネルギーの生産・貯蔵・利活用
を網羅しました．また，5，6月には研究者よる講演会やトーク
イベントを開催して，来館者からは展示だけでなく研究者から
直接説明を受けて大変理解が深まったなどの声が多数ありま
した．
　また，青森県エネルギー開発振興課から本展示を青森県のイ
ベントで展示したいとの申し出を受け，展示品の半数近くを青
森まで搬送してミニ展示を行い，本学の研究力をアピールする
ことができました．

②「ウズベキスタンのカイコが育む，アマゾンの森と共にある，
人々の暮らし」
学内公募型
会期：7月 22 日～ 10 月 13 日【来館者 4,208 名】
　農学部ではウズベキスタンとブラジルにおいて JICA の草の
根支援プロジェクトを実施していますが，そのプロジェクトの
実施成果を企画展として開催しました．展示では，プロジェク
トの様子をパネルや動画で紹介すると共に，生産物の販売モデ
ル確立のためにウズベキスタンのお土産作品を展示しました．
また，来館者には，ウズベキスタン産の繭やシルク -ロードの
布「アトラス」のサンプルを配布し，好評でした．
　さらに，今回はブラジル，ウズベキスタンのシンポジウムが
それぞれ開催され，特に，ウズベキスタンDay では，富岡市長，
ウズベキスタン大使館の書記官が来館され，来館者と交流をさ
れていました．
　本展示のウズベキスタン関連の資料は，本展示が終了後，世
界遺産である富岡製糸場で 1ヶ月間にわたり展示され，本学の
知名度向上に一役買うことができたと思います．

③「感染症と闘え！研究最前線」
学内公募型
会期 :1 月 23 日～ 2月 20 日【来館者 3,739 名】
　農学部国際家畜感染症防疫教育研究センターとの共催によ
り，同センターや国内における最先端の感染研究を扱う企画展

を開催しました．その趣旨は，感染症研究活動の最前線を見て
実感できるように，感染症研究室を展示室に再現し，日頃は見
ることができない実験機器や論文などを展示しました．また，
危険度の高い感染症を迅速に診断する機器，様々な寄生虫やワ
クチン，本学における感染症研究の紹介など，感染症と闘う現
場を多角的な視点から学ぶことができる展示となりました．
　会期中の毎週土曜日には，現役の研究者や獣医師，ジャーナ
リストなど多くのゲストを招待して講演会や座談会を実施し，
これまでにない企画展となりました．

(2) 特別展
①「第 10 回東京シルク展」
会期：10 月 23 日～ 10 月 25 日【来館者 1,155 名】
　「多摩シルクライフ 21 研究会」主催の東京シルク展が二年
振りに開催されました．今回は，展示・実演だけでなく，体験型
のワークショップも開催されました．25 日のシンポジウムで
は，薗田京都大学名誉教授が「ローカリズムの復興」をテーマ
に，現在の産業事情と伝統産業にまつわる講演に始まって，蚕
糸産地である群馬の今，インクジェット染色の新たな可能性な
どの講演があり，立ち見もでるほどの盛況でした．

②科学技術展 2015
会期：11 月 13 日～ 11 月 15 日【来館者 1,210 名】
　本学の研究力を社会的にアピールするために恒例となって
いる「科学技術展 2015」が開催されました．今年は「未来に貢献
する農工大のイノベーション」をキャッチフレーズとし小金井
キャンパスの多くの研究室が最新研究成果を展示していまし
た．しかしながら，例年，秋の学園祭は 11 月に行われていまし
たが，今年は工学部キャンパスでは 9月開催となったため，例
年に比べて見学者が少なく，少々寂しいものとなりました．と
は言っても本学の最新研究に触れることができて，多くの来館
者は興味を持ったようでした．

③第 34 回友の会サークル作品展
会期：2月 6日～ 2月 13 日【来館者 2,850 名】
　恒例の友の会サークル作品展が，今年も 2 月中旬に開催さ
れ，多くの来館者がありました．友の会 10 サークルによる 1
年間の研鑽の成果を地域の方々にご覧いただいたことは，会員
にとっても大きな励みとなったことでしょう．今回は，レース，
絹，わら，織物の 4サークルが実技体験を行い，手仕事の魅力を
来館者に伝えることができました．

(3) 巡回展
①2015 年国際土壌年記念巡回展「土ってなんだろう？」
会期：6月 27 日～ 7月 11 日【来館者 1,199 名】
　2015 年が国連総会で定めた国際土壌年を記念して埼玉県立
川の博物館が企画，展示物を作製した巡回展を開催しました．

に，最終報告会が行われて，受講者全員に修了証が手渡されま
した．詳細についてはニュース速報 19，20，21，22，23 号をご覧
ください．

【4】その他の活動
(1) 支援団体との協力
　博物館には繊維技術研究会，友の会および学生支援団体であ
るmussetがあり，今年度も各団体で独自の様々な企画を立案・
実行したり，博物館からの様々な要望に対応いただきました．
特に，繊維技術研究会とmusset には，団体見学での解説ガイ
ドを何度も受け入れていただき，感謝しています．また，友の会
には夏の「子ども体験教室」に実演対応をいただくなど，多くの
ご協力をいただきました．H28 年度も引き続きご協力をお願い
したいと思っています．

(2) 収蔵資料のデータベース化
　収蔵資料のデータベース化が終了し，どのような資料がどこ
にあるか検索できる状態です．それによると収蔵庫には 10，
300 点余りの資料があることが分かりました．今後は，常設展
示室や鈴木コレクションの登録作業を続けていきます．

(3) ミュージアムグッズの販売
　平成26年 1月から本格的に販売を始めたミュージアムグッ
ズは，H27 年度も引き続いて販売を行い，多くの来館者にご購
入をいただきました．昨年度新たに開発した生糸商標をプリン
トしたハンカチは，好評で完売をしました．来年度，さらに新た
なグッズを開発していく予定でいます．

　

EPOCH プログラム修了式が開催
されました
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　2016 年 3月 19 日 ( 土 )，2015 年度 EPOCHプログラムの修
了式が多摩六都科学館にて開催されました．大勢の保護者の方
にもお集まりいただき，修了証や実行委員会特別賞などの授
与，記念撮影，個人の自由研究課題の発表などが行われました．
月に 2回ほどの実験教室を主体に，通常の授業に加えてかなり
多忙なプログラムでしたが，高い出席率から，受講生の科学へ
の強い興味と関心を感じることができました．
　今年度は自由研究課題のサポート等で引き続きプログラム
が進んでいきますが，受講生全員で集まる機会はこの修了式が
最後でした．半年間切磋琢磨した仲間たちとの友情や科学への
興味関心を引き続き育てていっていただければと思います．
　受講生の皆さん，サポートしてくださったご家族の皆さん，

多摩六都科学館のスタッフの皆さん，プログラムに携わって
くれた本学・学外の皆さん，大変有難うございました．

企画展「のぞいてみよう，自動運転
の最前線」展を開催しています
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　5月 28 日 ( 土 ) より，いま話題となっている自動運転に関す
る最先端の研究をご紹介する企画展「人もクルマもアクティブ
に！のぞいてみよう，自動運転の最前線」展を本館 1階企画展
示室で開催しています．
　交通戦争と呼ばれた一時期ほどではないものの，未だに交通
事故死亡者数は毎年 4000 人を越え，交通事故全体の経済的損
失も 6兆円と試算されています．また，超高齢化社会を目前に
控え，高齢者やいわゆる交通弱者の方々が生活を維持し，アク
ティブに暮らしていくために自動車の役割は高まっていくと
考えられます．人間の機能を補い，より安全な運転を実現する
のが自動運転車です．本展では特に，研究で用いられている試
験用自動運転車，周辺環境を捉える環境センシング，交通事故
の起こりやすい環境を調べるヒヤリハットデータベース，そし
て自動運転車とドライバーの情報のやり取りをスムーズにす
る次世代インターフェースという 4 つの視点から自動運転の
技術をご紹介しています．いずれも本学で研究が進められてい
る技術です．
　また，会場では技術を説明する多数のオリジナル動画や，セ
ンシング技術のデモンストレーションを数多く用意しており，
これまでにないインタラクティブな展示を実現しています．次
世代運転技術に興味をお持ちの一般の方から，親子連れの方ま
で，幅広く学んでいただける企画展・イベントとなっています．
　6 月 11 日には研究者によるギャラリートーク（15 時～16
時），そして 8 月 27 日には展示されている自動運転車のデモ
ンストレーション（13 時～15 時）も行います．どちらも参加費
無料，予約不要です．直接展示会場にお越しください．

東京農工大学
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　皆さんこんにちは．　友の会の会長の国眼です．
博物館の「友の会」のサークルに入会して頂きありがとうござ
います．
　今年度新たに各サークル 4名，10 サークル合計 40 名の方を
お迎えし，また新しい 2年生，3年生，4年生を合わせ，合計 154
名でスタートを切ることができました．
　今年度のサークル入会希望者は定員 40 名の所 108 名あり，
サークル平均 2.7 倍にもなりました．或るサークルでは 6.5 倍
にもなったところがあるようです．逆に言いますと，多くの方
が入会の希望にかなえられなかった訳です．幸いにして入会さ
れた皆さまには，所期の目標に向かって頑張って頂きたいと思
いますし，友の会としても十分サポートをしていきたいと思っ
ています．
　既にお聞きになっていることと思いますが，本サークルには
いわゆる講師なる先生はいません．皆さんは最初は生徒です
が，最終学年では先生になるわけです．このシステムは本サー
クルの特徴です．先輩の方々が，技術を引き継ぎ，向上させ，そ
れを皆さまに教え，そして皆さんがまた技術を向上させ，後輩
に伝承させるシステムです．これは他には見当たらないユニー
クなシステムだと思います．私はこのシステムは素晴らしいや
り方だと思っています．
　作品を作るテクニックを覚えるのだけではなく，教えること
で，相手の気持ちを汲み取り，説得し，共同する気持ちが養わ
れ，人として成長するように思います．目標にしている作品を
制作できるスキルを修得すると同時に，本サークル活動を通し
て，一回りも二回りも大きな人に成長されることを期待し，楽
しみにしています．
　まずは 1年間，楽しく頑張って行きましょう．

事務室より
                                                                                             

▶ 北川和幸 ( 科学博物館事務 )

　まずはじめに，今回の熊本地震で被災された方，そして，御家
族・関係者の皆様に対して，心よりお見舞い申し上げます．一
日も早く平安な日常が訪れることを心より祈念致します．
　さて，３月２２日（水）付けの新聞の全面広告で「農学×工
学」の文字が目に飛び込み，これは間違いなく「東京農工大学」
の事柄だと確信しました．学長及び副学長の顔写真入りだった
ことに，ビックリするとともに，本気度が伝わってまいりまし
た．
　当博物館２Ｆに炭素繊維の展示コーナーが有りますが，２０
年近く前に，炭素繊維（カーボンファイバー）は，高価なスキー
板やゴルフクラブで一世を風靡していたことを思い出します．

そんな炭素繊維は，今では旅客機の翼及び胴体の素材として使
用されていて，繊維企業の努力による付加価値の創造に頭が下
がります．一方，炭素繊維のような素材として，木材を原料とし
たセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）が，環境保全に役立つ次
世代繊維として脚光を浴びています．資源の少ない日本では，
国土面積の７割が森林面積のことから，原料が容易に手に入る
こともあり，「ポスト炭素繊維」として期待されています．コス
ト面では，まだまだなこともあり，この分野では，製糸業界が盛
んに研究しています．
　さて，ＣＮＦの原料は「木材」，炭素繊維の原料は「石油」との
ことから，「木材×石油」と言え，さらに飛躍した見方をすれば
「農学×工学」とも考えられます．「農学」と「工学」を専門とし
た多様化した価値観は，このような次世代の素材分野にも見て
取ることができます．本学は，社会貢献のため，基礎研究の充実
と技術革新の研究が行われています．そして，その広報活動の
一部を科学博物館が担っています．そんなミッションを持って
いる当館では，インパクトある企画展等を企画・計画していま
す．どうぞ，ご期待ください．

　



　本展は工学部機械システム工学科の毛利教授を委員長とし，
ポンサトーン准教授，和田准教授のご協力を得て実施しており
ます．また，カルソニックカンセイ株式会社，株式会社ジェイテ
クトの協力，日本自動車技術会の協賛を頂いております．

科学博物館運営委員より
                                                                                            
▶農学部生物生産学科　横山岳准教授・副館長
　今年度より博物館運営委員となりました生物生産学科蚕学
研究室の横山 岳です．私の研究室は名前の通り繊維学部の養
蚕学科の流れを汲んでおります．科学博物館の建物はかつて養
蚕学科の建物で，私の恩師達が府中に移動する前はここで過ご
していたと聞いています．科学博物館は養蚕・製糸関係の展示
物が多く，私の担当する講義のひとつでは博物館を観てレポー
ト作成を課しております．縁ある科学博物館の運営委員として
微力ながらお手伝いできればと考えております．今後ともよろ
しくお願いいたします．

▶工学部応用分子科学科　齊藤亜紀夫准教授
　今年度より初めて博物館運営委員を拝命し，博物館運営に関
して右も左もわかりませんが，精一杯頑張ります．特にMusset
担当として，博物館のガイドツアーを行っている支援学生さん
の活躍の場が増えるよう，博物館の入場者数の向上に努めてい
きたいと考えています．そのためにも，広報につながるような
Musset 学生の活動に関する新企画などを提案できれば，とも
考えております．よろしくお願い申し上げます．

▶工学部有機材料化学科　合田洋教授
　結び目や組みひもを数学の対象として研究しています．数学
の世界では英語を用いて，結び目は knot，組みひもは braid と
呼ばれ研究されています．
　それで友の会の結び目サークル，組みひもサークルの顧問を
担当させて頂いたこともありました．今年は博物館創基 130
周年ということで 130 周年事業実行委員会委員も務めさせて
頂きます．微力ながらお手伝いできればと考えております．ど
うぞよろしくお願いいたします．

▶工学部電気電子工学科　瀧山健准教授
　工学部 電気電子工学科 特任准教授の瀧山健です．本博物館
には貴重な資料が ( 時には驚くほど身近な距離で ) 多々展示
されており，毎度訪れる度に興味深く拝見させていただいてい
ます．また，博物館ガイドツアーなどを担当する学生サークル
の存在を先日初めて知り，私が学生の頃に戻ることができるな

らば参加したいと思うような魅力的な活動内容のようでした．
　私はヒトを対象とした身体運動制御・身体運動学習に着目
し，脳の数理モデリング，生体信号計測，行動実験を研究ツール
としています．どなたにも身近な身体運動を研究テーマとして
いるため，オープンな研究会の開催などを通じ，本博物館を更
に多くの方々に周知していただけるよう尽力していきたい次
第です．

▶工学部化学システム工学科　長津雄一郎准教授
　最近では，本博物館は，本学の農学・工学の研究成果を発信
する場，また地域の皆様，将来の担う子供たちに科学の面白さ，
素晴らしさ，重要さを 体感していただく場としての役割が大
きくなっている認識しております．博物館委員として，その役
割に微力ながら貢献していきたいと考えています．

▶工学部機械システム工学科　直井克彦准教授
　今年が農工大に赴任して 3 年目，博物館委員としては 2 年
目となります，工学部機械システム工学科の直井克之と申しま
す．博物館は今年 130 周年を迎えるということで，この記念す
べき年を盛り上げるため微力ながらお役に立てることがあれ
ば，と思っております．様々な催しが予定されておりますので，
まずは積極的に博物館に足を運ぶことから始めていくつもり
でおります．どうぞよろしくお願いいたします．
　
▶工学部物理システム工学科　嘉治寿彦准教授
　科学博物館は，常設展示・特別展示に加え，講堂や実験室な
どあり，学内外や地域の方々に様々な目的でご利用いただける
魅力の詰まった施設です．私もその魅力を増やし，皆様にお伝
えできる一助となっていきたいと思います．

▶工学部生命工学科　中澤靖元准教授
　昨年度に引き続き博物館運営委員を務めさせていただきま
す，生命工学科の中澤靖元です．
　博物館創立 130 周年という節目の年に運営の一端を担うこ
とができ，大変嬉しく思います．
　学内外に愛される博物館として，また，本学の研究や様々な
活動を未来に伝える大学博物館として，今後も末永く発展する
ことを期待します．

2016 年度　友の会サークル発足
式に寄せて
                                                                                             

▶ 國眼孝雄（工学部名誉教授・友の会会長）

平成 27年度の科学博物館活動
                                                                                             

▶ 梅田倫弘 ( 科学博物館長・教授 )

　平成 24 年 10 月の耐震改修工事終了後にリニューアルオー
プンして平成 27 年 4 月には 2 年半を迎えました．人間で言え
ば，やっとよちよち歩きの段階ですが，大学教職員ならびに博
物館支援団体のボランティアの方々に助けられ不完全ではあ
りますが所期のミッションをこなしつつあります．ここでは，
リニューアル後 3 年目に入る平成 27 年度の活動状況につい
て簡単にまとめてみたいと思います．

【1】入館者状況
　平成 24 年 10 月のリニューアル後の月別の入館者数と積算
入館者数の状況を下のグラフに示します．平成 27 年度の入館

者総数は，22,410 人と，昨年度に比べて 500 人あまり微減とな
りました．これは，11 月の科学技術展および 2月の友の会サー
クル作品展の入場者数が 2000 人余り減少したことが響いて
いるようです．特に科学技術展の減少がひどく，学園祭が行わ
れなかったことが背景にあります．ただ，2000 人を超える月
は，6，7，9，10，11 そして 2月となっています．これは，例年 11
月，2月が 2000 人を超える月でしたので，月数が大幅に増えま
した．これは，博物館事業の中心である企画展への来館者が増
えたことの反映と考えられ，特別展に依存しない博物館活動が
実現できつつあると評価しています．

【2】展示事業
（1）企画展
　企画展は，学内の教職員によって提案された教育研究に関連
する展示企画を博物館が支援することで実施する非常設の展
示です．平成 27 年度は，昨年度からの継続も含めて 3 件の企

土ができてくる様子やその構造を，標本，写真，映像を通して紹
介しました．さらに，本館所蔵の東京高等蚕糸学校時代の教材
から明治期の土壌図（武蔵国北部　恒藤規隆・フェスカ：明治
21 年）の展示も同時に行い，来館者も興味を持ってくれたよう
でした．

②「日本の生物多様性とその保全」
会期：8月 1日～ 10 月 3日【来館者 3,481 名】
　国立科学博物館巡回展を誘致し，日本の生物多様性の特徴や
現状，保全活動および本学の生物多様性に関する教育・研究に
ついて展示しました．特に，本学所蔵の昭和 40 年代に調査さ
れた小笠原諸島の植物標本は，現在では入手困難な貴重な資料
を展示すると共に，府中市浅間山に生育するクジュウツリスゲ
や府中用水に生育するアイノコイトモなども紹介しました．会
期が夏休みもあって，地域の小学生も熱心に見ていました．

【3】学内教育および教育普及事業
(1) 学部 1年次博物館見学
　大学入学時のモチベーションを上げるために 2 年前より始
めた学部 1 年次の博物館見学ですが，Ｈ27 年度も工学部は全
学科を対象に工学基礎実験の一コマを使って博物館見学を行
いました．今回から，工学基礎実験が，学科によって前後期に分
かれて実施をしました．各回とも博物館の歴史や収蔵品の特徴
などのアウトラインを説明した後，1 班 20 名弱に分かれて館
内の展示品を学芸員や musset 学生のガイドによって見学を
しました．
　一方，農学部は，移動の時間や経費の問題があり，実現できて
いませんでしたが，今年度初めて生物生産学科の 1年次全員が
博物館見学を行うことができました．
　例年，レポート課題と共に見学の感想を提出してもらってい
ますが，8割を超える学生が大学の歴史や研究力などに興味を
示し，本学に入学して良かった，プライドが持てた，などポジ
ティブな感想を述べた学生が多数いました．

(2) 学芸員課程
　昨年度から博物館実習が通年になり，様々な取り組みをして
いますが，今年度は，8月 25，26 日に科学実験教室「タイカン！
ジッカン！ハクブツカン」を企画し，小中学生を対象に体験型
の実験や観察を通して科学の面白さを伝える取り組みを試み
ました．詳細は「ニュース速報 20 号」に譲りますが，担当した
学生は，準備は大変でしたが，分かってもらえる喜びを感じた
と異口同音に感想を述べていました．
　また，この実験教室の延長上の一つとして，館内の常設展示
の一部をリニューアルする取り組みを実施しました．受講生を
3班に分け，「繊維の基本と分類」「繊維の特性」「農工大で用い
られてきた理化学実験機器」の展示を制作しました．詳細は
「ニュース速報 22 号」に譲りますが，2階の常設展示室の東京
高等蚕糸学校の繭資料の先の部分が，見違えるように現代的に

なり，特に繊維の特性を理解できる実験ビデオは，受講生の創
意工夫が見られ，大学博物館に相応しい展示となりました．

(3) 国立科学博物館サイエンスコミュニケーション講座
　昨年度，国立科学博物館との協働事業として，おもにmusset
学生を対象にサイエンスコミュニケーションの入門講座を開
講し，学生のサイエンスコミュニケーションへの興味関心を喚
起しました．この流れの中で国立科学博物館が実施している
「サイエンスコミュニケータ養成実践講座（SC1,SC2)」を受講し
た場合，大学院博士前期課程もしくは修士課程の単位として認
定する制度を，三学府の教育委員会のご理解ご協力の下，導入
することができました．
　実際に，前期に開講した SC1 では，4名の大学院生が受講し，
後期の SC2 では 2 名の大学院生が受講してそれぞれ，所属の
学府から単位認定を受けることができました．この単位認定制
度の導入により，本学院生のサイエンスコミュニケーション力
を身につけたい学生へのインセンティブになるものと考えて
います．今後も多くの大学院生の挑戦を期待しています．
　また，大学院生のサイエンスコミュニケーション力を養成す
るために，musset の大学院生が学園祭で「のこはくサイエンス
トーク」（9月27日，工学部），「サイエンスカフェ」（11月13日，
農学部）を企画し，開催しました．SC講座で獲得した様々な知
識や体験を実践する場として有効に活用できたと考えます．今
後も，彼らの後輩が後に続いて，農工大学大学院生にサイエン
スコミュニケーションへの興味と実践が根付くことを願って
います．

(4) 子供科学教室
　今年度も，例年の通り，小学生の科学への興味を喚起するた
めに，子供科学教室を月 1回のペースで開催し，保護者も合わ
せて合計 136 名の参加がありました．両学部の教員，博物館学
芸員，そしてmusset 学生による以下のような様々なテーマに
よる教室が開講され，大変好評でした．
・糸繰り体験をしよう！（musset）
・虹を作って，光の秘密を解き明かそう！（飯野孝浩特任助教）
・カメラの御先祖を作ろう：カメラオブスクラ（室尾和之准教
授）
・MIRAI の電池，燃料電池を理解しよう（村上尚准教授）
・カイコの繭から糸を繰ってみよう（齊藤有里加特任助教）
・動物を学ぶふれあい教室（渡辺元教授）

(5)EPOCH プログラム
　科学技術振興機構 JST より公募されていた「次世代科学者育
成プログラム」に科学博物館学生に実施母体となり「未来の
スーパー科学者 EPOCHプログラム」申請を行い，27 年度実施
分として採択され，8月より受講者の募集活動を行い，面接等
を経て 18 名の中学生が受講生として採用され，9 月より翌年
の 3月まで月に 2～ 3 回の実験教室が開催されました．3月末

画展が開催されました．2 件は学内公募型の企画展，1 件は工
学府広報戦略委員会の提案によるもので年度をまたいで実施
された企画展です．

①「未来の再生可能エネルギー展」
工学府広報戦略委員会
会期：平成 27 年度の 3月 17 日～ 6月 13 日【来館者 4,363 名】
　本学のエネルギー関連研究を一堂に集めた企画展「農工大が
想う，描く，カタチにする．未来の再生可能エネルギー展」が
3ヶ月余りに亘り開催されました．実行委員会委員長の工学府
亀山名誉教授を中心に 15 研究室の最先端研究を集めること
ができました．例えば，檜の香りが豊かな発電用木質チップの
実物，カーボンナノチューブ上に結晶成長させた電池，キャパ
シタ電極，小水力の研究などエネルギーの生産・貯蔵・利活用
を網羅しました．また，5，6月には研究者よる講演会やトーク
イベントを開催して，来館者からは展示だけでなく研究者から
直接説明を受けて大変理解が深まったなどの声が多数ありま
した．
　また，青森県エネルギー開発振興課から本展示を青森県のイ
ベントで展示したいとの申し出を受け，展示品の半数近くを青
森まで搬送してミニ展示を行い，本学の研究力をアピールする
ことができました．

②「ウズベキスタンのカイコが育む，アマゾンの森と共にある，
人々の暮らし」
学内公募型
会期：7月 22 日～ 10 月 13 日【来館者 4,208 名】
　農学部ではウズベキスタンとブラジルにおいて JICA の草の
根支援プロジェクトを実施していますが，そのプロジェクトの
実施成果を企画展として開催しました．展示では，プロジェク
トの様子をパネルや動画で紹介すると共に，生産物の販売モデ
ル確立のためにウズベキスタンのお土産作品を展示しました．
また，来館者には，ウズベキスタン産の繭やシルク -ロードの
布「アトラス」のサンプルを配布し，好評でした．
　さらに，今回はブラジル，ウズベキスタンのシンポジウムが
それぞれ開催され，特に，ウズベキスタンDay では，富岡市長，
ウズベキスタン大使館の書記官が来館され，来館者と交流をさ
れていました．
　本展示のウズベキスタン関連の資料は，本展示が終了後，世
界遺産である富岡製糸場で 1ヶ月間にわたり展示され，本学の
知名度向上に一役買うことができたと思います．

③「感染症と闘え！研究最前線」
学内公募型
会期 :1 月 23 日～ 2月 20 日【来館者 3,739 名】
　農学部国際家畜感染症防疫教育研究センターとの共催によ
り，同センターや国内における最先端の感染研究を扱う企画展

を開催しました．その趣旨は，感染症研究活動の最前線を見て
実感できるように，感染症研究室を展示室に再現し，日頃は見
ることができない実験機器や論文などを展示しました．また，
危険度の高い感染症を迅速に診断する機器，様々な寄生虫やワ
クチン，本学における感染症研究の紹介など，感染症と闘う現
場を多角的な視点から学ぶことができる展示となりました．
　会期中の毎週土曜日には，現役の研究者や獣医師，ジャーナ
リストなど多くのゲストを招待して講演会や座談会を実施し，
これまでにない企画展となりました．

(2) 特別展
①「第 10 回東京シルク展」
会期：10 月 23 日～ 10 月 25 日【来館者 1,155 名】
　「多摩シルクライフ 21 研究会」主催の東京シルク展が二年
振りに開催されました．今回は，展示・実演だけでなく，体験型
のワークショップも開催されました．25 日のシンポジウムで
は，薗田京都大学名誉教授が「ローカリズムの復興」をテーマ
に，現在の産業事情と伝統産業にまつわる講演に始まって，蚕
糸産地である群馬の今，インクジェット染色の新たな可能性な
どの講演があり，立ち見もでるほどの盛況でした．

②科学技術展 2015
会期：11 月 13 日～ 11 月 15 日【来館者 1,210 名】
　本学の研究力を社会的にアピールするために恒例となって
いる「科学技術展 2015」が開催されました．今年は「未来に貢献
する農工大のイノベーション」をキャッチフレーズとし小金井
キャンパスの多くの研究室が最新研究成果を展示していまし
た．しかしながら，例年，秋の学園祭は 11 月に行われていまし
たが，今年は工学部キャンパスでは 9月開催となったため，例
年に比べて見学者が少なく，少々寂しいものとなりました．と
は言っても本学の最新研究に触れることができて，多くの来館
者は興味を持ったようでした．

③第 34 回友の会サークル作品展
会期：2月 6日～ 2月 13 日【来館者 2,850 名】
　恒例の友の会サークル作品展が，今年も 2 月中旬に開催さ
れ，多くの来館者がありました．友の会 10 サークルによる 1
年間の研鑽の成果を地域の方々にご覧いただいたことは，会員
にとっても大きな励みとなったことでしょう．今回は，レース，
絹，わら，織物の 4サークルが実技体験を行い，手仕事の魅力を
来館者に伝えることができました．

(3) 巡回展
①2015 年国際土壌年記念巡回展「土ってなんだろう？」
会期：6月 27 日～ 7月 11 日【来館者 1,199 名】
　2015 年が国連総会で定めた国際土壌年を記念して埼玉県立
川の博物館が企画，展示物を作製した巡回展を開催しました．

に，最終報告会が行われて，受講者全員に修了証が手渡されま
した．詳細についてはニュース速報 19，20，21，22，23 号をご覧
ください．

【4】その他の活動
(1) 支援団体との協力
　博物館には繊維技術研究会，友の会および学生支援団体であ
るmussetがあり，今年度も各団体で独自の様々な企画を立案・
実行したり，博物館からの様々な要望に対応いただきました．
特に，繊維技術研究会とmusset には，団体見学での解説ガイ
ドを何度も受け入れていただき，感謝しています．また，友の会
には夏の「子ども体験教室」に実演対応をいただくなど，多くの
ご協力をいただきました．H28 年度も引き続きご協力をお願い
したいと思っています．

(2) 収蔵資料のデータベース化
　収蔵資料のデータベース化が終了し，どのような資料がどこ
にあるか検索できる状態です．それによると収蔵庫には 10，
300 点余りの資料があることが分かりました．今後は，常設展
示室や鈴木コレクションの登録作業を続けていきます．

(3) ミュージアムグッズの販売
　平成26年 1月から本格的に販売を始めたミュージアムグッ
ズは，H27 年度も引き続いて販売を行い，多くの来館者にご購
入をいただきました．昨年度新たに開発した生糸商標をプリン
トしたハンカチは，好評で完売をしました．来年度，さらに新た
なグッズを開発していく予定でいます．

　

EPOCH プログラム修了式が開催
されました
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　2016 年 3月 19 日 ( 土 )，2015 年度 EPOCHプログラムの修
了式が多摩六都科学館にて開催されました．大勢の保護者の方
にもお集まりいただき，修了証や実行委員会特別賞などの授
与，記念撮影，個人の自由研究課題の発表などが行われました．
月に 2回ほどの実験教室を主体に，通常の授業に加えてかなり
多忙なプログラムでしたが，高い出席率から，受講生の科学へ
の強い興味と関心を感じることができました．
　今年度は自由研究課題のサポート等で引き続きプログラム
が進んでいきますが，受講生全員で集まる機会はこの修了式が
最後でした．半年間切磋琢磨した仲間たちとの友情や科学への
興味関心を引き続き育てていっていただければと思います．
　受講生の皆さん，サポートしてくださったご家族の皆さん，

多摩六都科学館のスタッフの皆さん，プログラムに携わって
くれた本学・学外の皆さん，大変有難うございました．

企画展「のぞいてみよう，自動運転
の最前線」展を開催しています
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　5月 28 日 ( 土 ) より，いま話題となっている自動運転に関す
る最先端の研究をご紹介する企画展「人もクルマもアクティブ
に！のぞいてみよう，自動運転の最前線」展を本館 1階企画展
示室で開催しています．
　交通戦争と呼ばれた一時期ほどではないものの，未だに交通
事故死亡者数は毎年 4000 人を越え，交通事故全体の経済的損
失も 6兆円と試算されています．また，超高齢化社会を目前に
控え，高齢者やいわゆる交通弱者の方々が生活を維持し，アク
ティブに暮らしていくために自動車の役割は高まっていくと
考えられます．人間の機能を補い，より安全な運転を実現する
のが自動運転車です．本展では特に，研究で用いられている試
験用自動運転車，周辺環境を捉える環境センシング，交通事故
の起こりやすい環境を調べるヒヤリハットデータベース，そし
て自動運転車とドライバーの情報のやり取りをスムーズにす
る次世代インターフェースという 4 つの視点から自動運転の
技術をご紹介しています．いずれも本学で研究が進められてい
る技術です．
　また，会場では技術を説明する多数のオリジナル動画や，セ
ンシング技術のデモンストレーションを数多く用意しており，
これまでにないインタラクティブな展示を実現しています．次
世代運転技術に興味をお持ちの一般の方から，親子連れの方ま
で，幅広く学んでいただける企画展・イベントとなっています．
　6 月 11 日には研究者によるギャラリートーク（15 時～16
時），そして 8 月 27 日には展示されている自動運転車のデモ
ンストレーション（13 時～15 時）も行います．どちらも参加費
無料，予約不要です．直接展示会場にお越しください．
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　皆さんこんにちは．　友の会の会長の国眼です．
博物館の「友の会」のサークルに入会して頂きありがとうござ
います．
　今年度新たに各サークル 4名，10 サークル合計 40 名の方を
お迎えし，また新しい 2年生，3年生，4年生を合わせ，合計 154
名でスタートを切ることができました．
　今年度のサークル入会希望者は定員 40 名の所 108 名あり，
サークル平均 2.7 倍にもなりました．或るサークルでは 6.5 倍
にもなったところがあるようです．逆に言いますと，多くの方
が入会の希望にかなえられなかった訳です．幸いにして入会さ
れた皆さまには，所期の目標に向かって頑張って頂きたいと思
いますし，友の会としても十分サポートをしていきたいと思っ
ています．
　既にお聞きになっていることと思いますが，本サークルには
いわゆる講師なる先生はいません．皆さんは最初は生徒です
が，最終学年では先生になるわけです．このシステムは本サー
クルの特徴です．先輩の方々が，技術を引き継ぎ，向上させ，そ
れを皆さまに教え，そして皆さんがまた技術を向上させ，後輩
に伝承させるシステムです．これは他には見当たらないユニー
クなシステムだと思います．私はこのシステムは素晴らしいや
り方だと思っています．
　作品を作るテクニックを覚えるのだけではなく，教えること
で，相手の気持ちを汲み取り，説得し，共同する気持ちが養わ
れ，人として成長するように思います．目標にしている作品を
制作できるスキルを修得すると同時に，本サークル活動を通し
て，一回りも二回りも大きな人に成長されることを期待し，楽
しみにしています．
　まずは 1年間，楽しく頑張って行きましょう．

事務室より
                                                                                             

▶ 北川和幸 ( 科学博物館事務 )

　まずはじめに，今回の熊本地震で被災された方，そして，御家
族・関係者の皆様に対して，心よりお見舞い申し上げます．一
日も早く平安な日常が訪れることを心より祈念致します．
　さて，３月２２日（水）付けの新聞の全面広告で「農学×工
学」の文字が目に飛び込み，これは間違いなく「東京農工大学」
の事柄だと確信しました．学長及び副学長の顔写真入りだった
ことに，ビックリするとともに，本気度が伝わってまいりまし
た．
　当博物館２Ｆに炭素繊維の展示コーナーが有りますが，２０
年近く前に，炭素繊維（カーボンファイバー）は，高価なスキー
板やゴルフクラブで一世を風靡していたことを思い出します．

そんな炭素繊維は，今では旅客機の翼及び胴体の素材として使
用されていて，繊維企業の努力による付加価値の創造に頭が下
がります．一方，炭素繊維のような素材として，木材を原料とし
たセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）が，環境保全に役立つ次
世代繊維として脚光を浴びています．資源の少ない日本では，
国土面積の７割が森林面積のことから，原料が容易に手に入る
こともあり，「ポスト炭素繊維」として期待されています．コス
ト面では，まだまだなこともあり，この分野では，製糸業界が盛
んに研究しています．
　さて，ＣＮＦの原料は「木材」，炭素繊維の原料は「石油」との
ことから，「木材×石油」と言え，さらに飛躍した見方をすれば
「農学×工学」とも考えられます．「農学」と「工学」を専門とし
た多様化した価値観は，このような次世代の素材分野にも見て
取ることができます．本学は，社会貢献のため，基礎研究の充実
と技術革新の研究が行われています．そして，その広報活動の
一部を科学博物館が担っています．そんなミッションを持って
いる当館では，インパクトある企画展等を企画・計画していま
す．どうぞ，ご期待ください．

　



　本展は工学部機械システム工学科の毛利教授を委員長とし，
ポンサトーン准教授，和田准教授のご協力を得て実施しており
ます．また，カルソニックカンセイ株式会社，株式会社ジェイテ
クトの協力，日本自動車技術会の協賛を頂いております．

科学博物館運営委員より
                                                                                            
▶農学部生物生産学科　横山岳准教授・副館長
　今年度より博物館運営委員となりました生物生産学科蚕学
研究室の横山 岳です．私の研究室は名前の通り繊維学部の養
蚕学科の流れを汲んでおります．科学博物館の建物はかつて養
蚕学科の建物で，私の恩師達が府中に移動する前はここで過ご
していたと聞いています．科学博物館は養蚕・製糸関係の展示
物が多く，私の担当する講義のひとつでは博物館を観てレポー
ト作成を課しております．縁ある科学博物館の運営委員として
微力ながらお手伝いできればと考えております．今後ともよろ
しくお願いいたします．

▶工学部応用分子科学科　齊藤亜紀夫准教授
　今年度より初めて博物館運営委員を拝命し，博物館運営に関
して右も左もわかりませんが，精一杯頑張ります．特にMusset
担当として，博物館のガイドツアーを行っている支援学生さん
の活躍の場が増えるよう，博物館の入場者数の向上に努めてい
きたいと考えています．そのためにも，広報につながるような
Musset 学生の活動に関する新企画などを提案できれば，とも
考えております．よろしくお願い申し上げます．

▶工学部有機材料化学科　合田洋教授
　結び目や組みひもを数学の対象として研究しています．数学
の世界では英語を用いて，結び目は knot，組みひもは braid と
呼ばれ研究されています．
　それで友の会の結び目サークル，組みひもサークルの顧問を
担当させて頂いたこともありました．今年は博物館創基 130
周年ということで 130 周年事業実行委員会委員も務めさせて
頂きます．微力ながらお手伝いできればと考えております．ど
うぞよろしくお願いいたします．

▶工学部電気電子工学科　瀧山健准教授
　工学部 電気電子工学科 特任准教授の瀧山健です．本博物館
には貴重な資料が ( 時には驚くほど身近な距離で ) 多々展示
されており，毎度訪れる度に興味深く拝見させていただいてい
ます．また，博物館ガイドツアーなどを担当する学生サークル
の存在を先日初めて知り，私が学生の頃に戻ることができるな

らば参加したいと思うような魅力的な活動内容のようでした．
　私はヒトを対象とした身体運動制御・身体運動学習に着目
し，脳の数理モデリング，生体信号計測，行動実験を研究ツール
としています．どなたにも身近な身体運動を研究テーマとして
いるため，オープンな研究会の開催などを通じ，本博物館を更
に多くの方々に周知していただけるよう尽力していきたい次
第です．

▶工学部化学システム工学科　長津雄一郎准教授
　最近では，本博物館は，本学の農学・工学の研究成果を発信
する場，また地域の皆様，将来の担う子供たちに科学の面白さ，
素晴らしさ，重要さを 体感していただく場としての役割が大
きくなっている認識しております．博物館委員として，その役
割に微力ながら貢献していきたいと考えています．

▶工学部機械システム工学科　直井克彦准教授
　今年が農工大に赴任して 3 年目，博物館委員としては 2 年
目となります，工学部機械システム工学科の直井克之と申しま
す．博物館は今年 130 周年を迎えるということで，この記念す
べき年を盛り上げるため微力ながらお役に立てることがあれ
ば，と思っております．様々な催しが予定されておりますので，
まずは積極的に博物館に足を運ぶことから始めていくつもり
でおります．どうぞよろしくお願いいたします．
　
▶工学部物理システム工学科　嘉治寿彦准教授
　科学博物館は，常設展示・特別展示に加え，講堂や実験室な
どあり，学内外や地域の方々に様々な目的でご利用いただける
魅力の詰まった施設です．私もその魅力を増やし，皆様にお伝
えできる一助となっていきたいと思います．

▶工学部生命工学科　中澤靖元准教授
　昨年度に引き続き博物館運営委員を務めさせていただきま
す，生命工学科の中澤靖元です．
　博物館創立 130 周年という節目の年に運営の一端を担うこ
とができ，大変嬉しく思います．
　学内外に愛される博物館として，また，本学の研究や様々な
活動を未来に伝える大学博物館として，今後も末永く発展する
ことを期待します．

2016 年度　友の会サークル発足
式に寄せて
                                                                                             

▶ 國眼孝雄（工学部名誉教授・友の会会長）

平成 27年度の科学博物館活動
                                                                                             

▶ 梅田倫弘 ( 科学博物館長・教授 )

　平成 24 年 10 月の耐震改修工事終了後にリニューアルオー
プンして平成 27 年 4 月には 2 年半を迎えました．人間で言え
ば，やっとよちよち歩きの段階ですが，大学教職員ならびに博
物館支援団体のボランティアの方々に助けられ不完全ではあ
りますが所期のミッションをこなしつつあります．ここでは，
リニューアル後 3 年目に入る平成 27 年度の活動状況につい
て簡単にまとめてみたいと思います．

【1】入館者状況
　平成 24 年 10 月のリニューアル後の月別の入館者数と積算
入館者数の状況を下のグラフに示します．平成 27 年度の入館

者総数は，22,410 人と，昨年度に比べて 500 人あまり微減とな
りました．これは，11 月の科学技術展および 2月の友の会サー
クル作品展の入場者数が 2000 人余り減少したことが響いて
いるようです．特に科学技術展の減少がひどく，学園祭が行わ
れなかったことが背景にあります．ただ，2000 人を超える月
は，6，7，9，10，11 そして 2月となっています．これは，例年 11
月，2月が 2000 人を超える月でしたので，月数が大幅に増えま
した．これは，博物館事業の中心である企画展への来館者が増
えたことの反映と考えられ，特別展に依存しない博物館活動が
実現できつつあると評価しています．

【2】展示事業
（1）企画展
　企画展は，学内の教職員によって提案された教育研究に関連
する展示企画を博物館が支援することで実施する非常設の展
示です．平成 27 年度は，昨年度からの継続も含めて 3 件の企

土ができてくる様子やその構造を，標本，写真，映像を通して紹
介しました．さらに，本館所蔵の東京高等蚕糸学校時代の教材
から明治期の土壌図（武蔵国北部　恒藤規隆・フェスカ：明治
21 年）の展示も同時に行い，来館者も興味を持ってくれたよう
でした．

②「日本の生物多様性とその保全」
会期：8月 1日～ 10 月 3日【来館者 3,481 名】
　国立科学博物館巡回展を誘致し，日本の生物多様性の特徴や
現状，保全活動および本学の生物多様性に関する教育・研究に
ついて展示しました．特に，本学所蔵の昭和 40 年代に調査さ
れた小笠原諸島の植物標本は，現在では入手困難な貴重な資料
を展示すると共に，府中市浅間山に生育するクジュウツリスゲ
や府中用水に生育するアイノコイトモなども紹介しました．会
期が夏休みもあって，地域の小学生も熱心に見ていました．

【3】学内教育および教育普及事業
(1) 学部 1年次博物館見学
　大学入学時のモチベーションを上げるために 2 年前より始
めた学部 1 年次の博物館見学ですが，Ｈ27 年度も工学部は全
学科を対象に工学基礎実験の一コマを使って博物館見学を行
いました．今回から，工学基礎実験が，学科によって前後期に分
かれて実施をしました．各回とも博物館の歴史や収蔵品の特徴
などのアウトラインを説明した後，1 班 20 名弱に分かれて館
内の展示品を学芸員や musset 学生のガイドによって見学を
しました．
　一方，農学部は，移動の時間や経費の問題があり，実現できて
いませんでしたが，今年度初めて生物生産学科の 1年次全員が
博物館見学を行うことができました．
　例年，レポート課題と共に見学の感想を提出してもらってい
ますが，8割を超える学生が大学の歴史や研究力などに興味を
示し，本学に入学して良かった，プライドが持てた，などポジ
ティブな感想を述べた学生が多数いました．

(2) 学芸員課程
　昨年度から博物館実習が通年になり，様々な取り組みをして
いますが，今年度は，8月 25，26 日に科学実験教室「タイカン！
ジッカン！ハクブツカン」を企画し，小中学生を対象に体験型
の実験や観察を通して科学の面白さを伝える取り組みを試み
ました．詳細は「ニュース速報 20 号」に譲りますが，担当した
学生は，準備は大変でしたが，分かってもらえる喜びを感じた
と異口同音に感想を述べていました．
　また，この実験教室の延長上の一つとして，館内の常設展示
の一部をリニューアルする取り組みを実施しました．受講生を
3班に分け，「繊維の基本と分類」「繊維の特性」「農工大で用い
られてきた理化学実験機器」の展示を制作しました．詳細は
「ニュース速報 22 号」に譲りますが，2階の常設展示室の東京
高等蚕糸学校の繭資料の先の部分が，見違えるように現代的に

なり，特に繊維の特性を理解できる実験ビデオは，受講生の創
意工夫が見られ，大学博物館に相応しい展示となりました．

(3) 国立科学博物館サイエンスコミュニケーション講座
　昨年度，国立科学博物館との協働事業として，おもにmusset
学生を対象にサイエンスコミュニケーションの入門講座を開
講し，学生のサイエンスコミュニケーションへの興味関心を喚
起しました．この流れの中で国立科学博物館が実施している
「サイエンスコミュニケータ養成実践講座（SC1,SC2)」を受講し
た場合，大学院博士前期課程もしくは修士課程の単位として認
定する制度を，三学府の教育委員会のご理解ご協力の下，導入
することができました．
　実際に，前期に開講した SC1 では，4名の大学院生が受講し，
後期の SC2 では 2 名の大学院生が受講してそれぞれ，所属の
学府から単位認定を受けることができました．この単位認定制
度の導入により，本学院生のサイエンスコミュニケーション力
を身につけたい学生へのインセンティブになるものと考えて
います．今後も多くの大学院生の挑戦を期待しています．
　また，大学院生のサイエンスコミュニケーション力を養成す
るために，musset の大学院生が学園祭で「のこはくサイエンス
トーク」（9月27日，工学部），「サイエンスカフェ」（11月13日，
農学部）を企画し，開催しました．SC講座で獲得した様々な知
識や体験を実践する場として有効に活用できたと考えます．今
後も，彼らの後輩が後に続いて，農工大学大学院生にサイエン
スコミュニケーションへの興味と実践が根付くことを願って
います．

(4) 子供科学教室
　今年度も，例年の通り，小学生の科学への興味を喚起するた
めに，子供科学教室を月 1回のペースで開催し，保護者も合わ
せて合計 136 名の参加がありました．両学部の教員，博物館学
芸員，そしてmusset 学生による以下のような様々なテーマに
よる教室が開講され，大変好評でした．
・糸繰り体験をしよう！（musset）
・虹を作って，光の秘密を解き明かそう！（飯野孝浩特任助教）
・カメラの御先祖を作ろう：カメラオブスクラ（室尾和之准教
授）
・MIRAI の電池，燃料電池を理解しよう（村上尚准教授）
・カイコの繭から糸を繰ってみよう（齊藤有里加特任助教）
・動物を学ぶふれあい教室（渡辺元教授）

(5)EPOCH プログラム
　科学技術振興機構 JST より公募されていた「次世代科学者育
成プログラム」に科学博物館学生に実施母体となり「未来の
スーパー科学者 EPOCHプログラム」申請を行い，27 年度実施
分として採択され，8月より受講者の募集活動を行い，面接等
を経て 18 名の中学生が受講生として採用され，9 月より翌年
の 3月まで月に 2～ 3 回の実験教室が開催されました．3月末

画展が開催されました．2 件は学内公募型の企画展，1 件は工
学府広報戦略委員会の提案によるもので年度をまたいで実施
された企画展です．

①「未来の再生可能エネルギー展」
工学府広報戦略委員会
会期：平成 27 年度の 3月 17 日～ 6月 13 日【来館者 4,363 名】
　本学のエネルギー関連研究を一堂に集めた企画展「農工大が
想う，描く，カタチにする．未来の再生可能エネルギー展」が
3ヶ月余りに亘り開催されました．実行委員会委員長の工学府
亀山名誉教授を中心に 15 研究室の最先端研究を集めること
ができました．例えば，檜の香りが豊かな発電用木質チップの
実物，カーボンナノチューブ上に結晶成長させた電池，キャパ
シタ電極，小水力の研究などエネルギーの生産・貯蔵・利活用
を網羅しました．また，5，6月には研究者よる講演会やトーク
イベントを開催して，来館者からは展示だけでなく研究者から
直接説明を受けて大変理解が深まったなどの声が多数ありま
した．
　また，青森県エネルギー開発振興課から本展示を青森県のイ
ベントで展示したいとの申し出を受け，展示品の半数近くを青
森まで搬送してミニ展示を行い，本学の研究力をアピールする
ことができました．

②「ウズベキスタンのカイコが育む，アマゾンの森と共にある，
人々の暮らし」
学内公募型
会期：7月 22 日～ 10 月 13 日【来館者 4,208 名】
　農学部ではウズベキスタンとブラジルにおいて JICA の草の
根支援プロジェクトを実施していますが，そのプロジェクトの
実施成果を企画展として開催しました．展示では，プロジェク
トの様子をパネルや動画で紹介すると共に，生産物の販売モデ
ル確立のためにウズベキスタンのお土産作品を展示しました．
また，来館者には，ウズベキスタン産の繭やシルク -ロードの
布「アトラス」のサンプルを配布し，好評でした．
　さらに，今回はブラジル，ウズベキスタンのシンポジウムが
それぞれ開催され，特に，ウズベキスタンDay では，富岡市長，
ウズベキスタン大使館の書記官が来館され，来館者と交流をさ
れていました．
　本展示のウズベキスタン関連の資料は，本展示が終了後，世
界遺産である富岡製糸場で 1ヶ月間にわたり展示され，本学の
知名度向上に一役買うことができたと思います．

③「感染症と闘え！研究最前線」
学内公募型
会期 :1 月 23 日～ 2月 20 日【来館者 3,739 名】
　農学部国際家畜感染症防疫教育研究センターとの共催によ
り，同センターや国内における最先端の感染研究を扱う企画展

を開催しました．その趣旨は，感染症研究活動の最前線を見て
実感できるように，感染症研究室を展示室に再現し，日頃は見
ることができない実験機器や論文などを展示しました．また，
危険度の高い感染症を迅速に診断する機器，様々な寄生虫やワ
クチン，本学における感染症研究の紹介など，感染症と闘う現
場を多角的な視点から学ぶことができる展示となりました．
　会期中の毎週土曜日には，現役の研究者や獣医師，ジャーナ
リストなど多くのゲストを招待して講演会や座談会を実施し，
これまでにない企画展となりました．

(2) 特別展
①「第 10 回東京シルク展」
会期：10 月 23 日～ 10 月 25 日【来館者 1,155 名】
　「多摩シルクライフ 21 研究会」主催の東京シルク展が二年
振りに開催されました．今回は，展示・実演だけでなく，体験型
のワークショップも開催されました．25 日のシンポジウムで
は，薗田京都大学名誉教授が「ローカリズムの復興」をテーマ
に，現在の産業事情と伝統産業にまつわる講演に始まって，蚕
糸産地である群馬の今，インクジェット染色の新たな可能性な
どの講演があり，立ち見もでるほどの盛況でした．

②科学技術展 2015
会期：11 月 13 日～ 11 月 15 日【来館者 1,210 名】
　本学の研究力を社会的にアピールするために恒例となって
いる「科学技術展 2015」が開催されました．今年は「未来に貢献
する農工大のイノベーション」をキャッチフレーズとし小金井
キャンパスの多くの研究室が最新研究成果を展示していまし
た．しかしながら，例年，秋の学園祭は 11 月に行われていまし
たが，今年は工学部キャンパスでは 9月開催となったため，例
年に比べて見学者が少なく，少々寂しいものとなりました．と
は言っても本学の最新研究に触れることができて，多くの来館
者は興味を持ったようでした．

③第 34 回友の会サークル作品展
会期：2月 6日～ 2月 13 日【来館者 2,850 名】
　恒例の友の会サークル作品展が，今年も 2 月中旬に開催さ
れ，多くの来館者がありました．友の会 10 サークルによる 1
年間の研鑽の成果を地域の方々にご覧いただいたことは，会員
にとっても大きな励みとなったことでしょう．今回は，レース，
絹，わら，織物の 4サークルが実技体験を行い，手仕事の魅力を
来館者に伝えることができました．

(3) 巡回展
①2015 年国際土壌年記念巡回展「土ってなんだろう？」
会期：6月 27 日～ 7月 11 日【来館者 1,199 名】
　2015 年が国連総会で定めた国際土壌年を記念して埼玉県立
川の博物館が企画，展示物を作製した巡回展を開催しました．

に，最終報告会が行われて，受講者全員に修了証が手渡されま
した．詳細についてはニュース速報 19，20，21，22，23 号をご覧
ください．

【4】その他の活動
(1) 支援団体との協力
　博物館には繊維技術研究会，友の会および学生支援団体であ
るmussetがあり，今年度も各団体で独自の様々な企画を立案・
実行したり，博物館からの様々な要望に対応いただきました．
特に，繊維技術研究会とmusset には，団体見学での解説ガイ
ドを何度も受け入れていただき，感謝しています．また，友の会
には夏の「子ども体験教室」に実演対応をいただくなど，多くの
ご協力をいただきました．H28 年度も引き続きご協力をお願い
したいと思っています．

(2) 収蔵資料のデータベース化
　収蔵資料のデータベース化が終了し，どのような資料がどこ
にあるか検索できる状態です．それによると収蔵庫には 10，
300 点余りの資料があることが分かりました．今後は，常設展
示室や鈴木コレクションの登録作業を続けていきます．

(3) ミュージアムグッズの販売
　平成26年 1月から本格的に販売を始めたミュージアムグッ
ズは，H27 年度も引き続いて販売を行い，多くの来館者にご購
入をいただきました．昨年度新たに開発した生糸商標をプリン
トしたハンカチは，好評で完売をしました．来年度，さらに新た
なグッズを開発していく予定でいます．

　

EPOCH プログラム修了式が開催
されました
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　2016 年 3月 19 日 ( 土 )，2015 年度 EPOCHプログラムの修
了式が多摩六都科学館にて開催されました．大勢の保護者の方
にもお集まりいただき，修了証や実行委員会特別賞などの授
与，記念撮影，個人の自由研究課題の発表などが行われました．
月に 2回ほどの実験教室を主体に，通常の授業に加えてかなり
多忙なプログラムでしたが，高い出席率から，受講生の科学へ
の強い興味と関心を感じることができました．
　今年度は自由研究課題のサポート等で引き続きプログラム
が進んでいきますが，受講生全員で集まる機会はこの修了式が
最後でした．半年間切磋琢磨した仲間たちとの友情や科学への
興味関心を引き続き育てていっていただければと思います．
　受講生の皆さん，サポートしてくださったご家族の皆さん，

多摩六都科学館のスタッフの皆さん，プログラムに携わって
くれた本学・学外の皆さん，大変有難うございました．

企画展「のぞいてみよう，自動運転
の最前線」展を開催しています
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　5月 28 日 ( 土 ) より，いま話題となっている自動運転に関す
る最先端の研究をご紹介する企画展「人もクルマもアクティブ
に！のぞいてみよう，自動運転の最前線」展を本館 1階企画展
示室で開催しています．
　交通戦争と呼ばれた一時期ほどではないものの，未だに交通
事故死亡者数は毎年 4000 人を越え，交通事故全体の経済的損
失も 6兆円と試算されています．また，超高齢化社会を目前に
控え，高齢者やいわゆる交通弱者の方々が生活を維持し，アク
ティブに暮らしていくために自動車の役割は高まっていくと
考えられます．人間の機能を補い，より安全な運転を実現する
のが自動運転車です．本展では特に，研究で用いられている試
験用自動運転車，周辺環境を捉える環境センシング，交通事故
の起こりやすい環境を調べるヒヤリハットデータベース，そし
て自動運転車とドライバーの情報のやり取りをスムーズにす
る次世代インターフェースという 4 つの視点から自動運転の
技術をご紹介しています．いずれも本学で研究が進められてい
る技術です．
　また，会場では技術を説明する多数のオリジナル動画や，セ
ンシング技術のデモンストレーションを数多く用意しており，
これまでにないインタラクティブな展示を実現しています．次
世代運転技術に興味をお持ちの一般の方から，親子連れの方ま
で，幅広く学んでいただける企画展・イベントとなっています．
　6 月 11 日には研究者によるギャラリートーク（15 時～16
時），そして 8 月 27 日には展示されている自動運転車のデモ
ンストレーション（13 時～15 時）も行います．どちらも参加費
無料，予約不要です．直接展示会場にお越しください．
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　皆さんこんにちは．　友の会の会長の国眼です．
博物館の「友の会」のサークルに入会して頂きありがとうござ
います．
　今年度新たに各サークル 4名，10 サークル合計 40 名の方を
お迎えし，また新しい 2年生，3年生，4年生を合わせ，合計 154
名でスタートを切ることができました．
　今年度のサークル入会希望者は定員 40 名の所 108 名あり，
サークル平均 2.7 倍にもなりました．或るサークルでは 6.5 倍
にもなったところがあるようです．逆に言いますと，多くの方
が入会の希望にかなえられなかった訳です．幸いにして入会さ
れた皆さまには，所期の目標に向かって頑張って頂きたいと思
いますし，友の会としても十分サポートをしていきたいと思っ
ています．
　既にお聞きになっていることと思いますが，本サークルには
いわゆる講師なる先生はいません．皆さんは最初は生徒です
が，最終学年では先生になるわけです．このシステムは本サー
クルの特徴です．先輩の方々が，技術を引き継ぎ，向上させ，そ
れを皆さまに教え，そして皆さんがまた技術を向上させ，後輩
に伝承させるシステムです．これは他には見当たらないユニー
クなシステムだと思います．私はこのシステムは素晴らしいや
り方だと思っています．
　作品を作るテクニックを覚えるのだけではなく，教えること
で，相手の気持ちを汲み取り，説得し，共同する気持ちが養わ
れ，人として成長するように思います．目標にしている作品を
制作できるスキルを修得すると同時に，本サークル活動を通し
て，一回りも二回りも大きな人に成長されることを期待し，楽
しみにしています．
　まずは 1年間，楽しく頑張って行きましょう．

事務室より
                                                                                             

▶ 北川和幸 ( 科学博物館事務 )

　まずはじめに，今回の熊本地震で被災された方，そして，御家
族・関係者の皆様に対して，心よりお見舞い申し上げます．一
日も早く平安な日常が訪れることを心より祈念致します．
　さて，３月２２日（水）付けの新聞の全面広告で「農学×工
学」の文字が目に飛び込み，これは間違いなく「東京農工大学」
の事柄だと確信しました．学長及び副学長の顔写真入りだった
ことに，ビックリするとともに，本気度が伝わってまいりまし
た．
　当博物館２Ｆに炭素繊維の展示コーナーが有りますが，２０
年近く前に，炭素繊維（カーボンファイバー）は，高価なスキー
板やゴルフクラブで一世を風靡していたことを思い出します．

そんな炭素繊維は，今では旅客機の翼及び胴体の素材として使
用されていて，繊維企業の努力による付加価値の創造に頭が下
がります．一方，炭素繊維のような素材として，木材を原料とし
たセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）が，環境保全に役立つ次
世代繊維として脚光を浴びています．資源の少ない日本では，
国土面積の７割が森林面積のことから，原料が容易に手に入る
こともあり，「ポスト炭素繊維」として期待されています．コス
ト面では，まだまだなこともあり，この分野では，製糸業界が盛
んに研究しています．
　さて，ＣＮＦの原料は「木材」，炭素繊維の原料は「石油」との
ことから，「木材×石油」と言え，さらに飛躍した見方をすれば
「農学×工学」とも考えられます．「農学」と「工学」を専門とし
た多様化した価値観は，このような次世代の素材分野にも見て
取ることができます．本学は，社会貢献のため，基礎研究の充実
と技術革新の研究が行われています．そして，その広報活動の
一部を科学博物館が担っています．そんなミッションを持って
いる当館では，インパクトある企画展等を企画・計画していま
す．どうぞ，ご期待ください．

　



　本展は工学部機械システム工学科の毛利教授を委員長とし，
ポンサトーン准教授，和田准教授のご協力を得て実施しており
ます．また，カルソニックカンセイ株式会社，株式会社ジェイテ
クトの協力，日本自動車技術会の協賛を頂いております．

科学博物館運営委員より
                                                                                            
▶農学部生物生産学科　横山岳准教授・副館長
　今年度より博物館運営委員となりました生物生産学科蚕学
研究室の横山 岳です．私の研究室は名前の通り繊維学部の養
蚕学科の流れを汲んでおります．科学博物館の建物はかつて養
蚕学科の建物で，私の恩師達が府中に移動する前はここで過ご
していたと聞いています．科学博物館は養蚕・製糸関係の展示
物が多く，私の担当する講義のひとつでは博物館を観てレポー
ト作成を課しております．縁ある科学博物館の運営委員として
微力ながらお手伝いできればと考えております．今後ともよろ
しくお願いいたします．

▶工学部応用分子科学科　齊藤亜紀夫准教授
　今年度より初めて博物館運営委員を拝命し，博物館運営に関
して右も左もわかりませんが，精一杯頑張ります．特にMusset
担当として，博物館のガイドツアーを行っている支援学生さん
の活躍の場が増えるよう，博物館の入場者数の向上に努めてい
きたいと考えています．そのためにも，広報につながるような
Musset 学生の活動に関する新企画などを提案できれば，とも
考えております．よろしくお願い申し上げます．

▶工学部有機材料化学科　合田洋教授
　結び目や組みひもを数学の対象として研究しています．数学
の世界では英語を用いて，結び目は knot，組みひもは braid と
呼ばれ研究されています．
　それで友の会の結び目サークル，組みひもサークルの顧問を
担当させて頂いたこともありました．今年は博物館創基 130
周年ということで 130 周年事業実行委員会委員も務めさせて
頂きます．微力ながらお手伝いできればと考えております．ど
うぞよろしくお願いいたします．

▶工学部電気電子工学科　瀧山健准教授
　工学部 電気電子工学科 特任准教授の瀧山健です．本博物館
には貴重な資料が ( 時には驚くほど身近な距離で ) 多々展示
されており，毎度訪れる度に興味深く拝見させていただいてい
ます．また，博物館ガイドツアーなどを担当する学生サークル
の存在を先日初めて知り，私が学生の頃に戻ることができるな

らば参加したいと思うような魅力的な活動内容のようでした．
　私はヒトを対象とした身体運動制御・身体運動学習に着目
し，脳の数理モデリング，生体信号計測，行動実験を研究ツール
としています．どなたにも身近な身体運動を研究テーマとして
いるため，オープンな研究会の開催などを通じ，本博物館を更
に多くの方々に周知していただけるよう尽力していきたい次
第です．

▶工学部化学システム工学科　長津雄一郎准教授
　最近では，本博物館は，本学の農学・工学の研究成果を発信
する場，また地域の皆様，将来の担う子供たちに科学の面白さ，
素晴らしさ，重要さを 体感していただく場としての役割が大
きくなっている認識しております．博物館委員として，その役
割に微力ながら貢献していきたいと考えています．

▶工学部機械システム工学科　直井克彦准教授
　今年が農工大に赴任して 3 年目，博物館委員としては 2 年
目となります，工学部機械システム工学科の直井克之と申しま
す．博物館は今年 130 周年を迎えるということで，この記念す
べき年を盛り上げるため微力ながらお役に立てることがあれ
ば，と思っております．様々な催しが予定されておりますので，
まずは積極的に博物館に足を運ぶことから始めていくつもり
でおります．どうぞよろしくお願いいたします．
　
▶工学部物理システム工学科　嘉治寿彦准教授
　科学博物館は，常設展示・特別展示に加え，講堂や実験室な
どあり，学内外や地域の方々に様々な目的でご利用いただける
魅力の詰まった施設です．私もその魅力を増やし，皆様にお伝
えできる一助となっていきたいと思います．

▶工学部生命工学科　中澤靖元准教授
　昨年度に引き続き博物館運営委員を務めさせていただきま
す，生命工学科の中澤靖元です．
　博物館創立 130 周年という節目の年に運営の一端を担うこ
とができ，大変嬉しく思います．
　学内外に愛される博物館として，また，本学の研究や様々な
活動を未来に伝える大学博物館として，今後も末永く発展する
ことを期待します．

2016 年度　友の会サークル発足
式に寄せて
                                                                                             

▶ 國眼孝雄（工学部名誉教授・友の会会長）

平成 27年度の科学博物館活動
                                                                                             

▶ 梅田倫弘 ( 科学博物館長・教授 )

　平成 24 年 10 月の耐震改修工事終了後にリニューアルオー
プンして平成 27 年 4 月には 2 年半を迎えました．人間で言え
ば，やっとよちよち歩きの段階ですが，大学教職員ならびに博
物館支援団体のボランティアの方々に助けられ不完全ではあ
りますが所期のミッションをこなしつつあります．ここでは，
リニューアル後 3 年目に入る平成 27 年度の活動状況につい
て簡単にまとめてみたいと思います．

【1】入館者状況
　平成 24 年 10 月のリニューアル後の月別の入館者数と積算
入館者数の状況を下のグラフに示します．平成 27 年度の入館

者総数は，22,410 人と，昨年度に比べて 500 人あまり微減とな
りました．これは，11 月の科学技術展および 2月の友の会サー
クル作品展の入場者数が 2000 人余り減少したことが響いて
いるようです．特に科学技術展の減少がひどく，学園祭が行わ
れなかったことが背景にあります．ただ，2000 人を超える月
は，6，7，9，10，11 そして 2月となっています．これは，例年 11
月，2月が 2000 人を超える月でしたので，月数が大幅に増えま
した．これは，博物館事業の中心である企画展への来館者が増
えたことの反映と考えられ，特別展に依存しない博物館活動が
実現できつつあると評価しています．

【2】展示事業
（1）企画展
　企画展は，学内の教職員によって提案された教育研究に関連
する展示企画を博物館が支援することで実施する非常設の展
示です．平成 27 年度は，昨年度からの継続も含めて 3 件の企

土ができてくる様子やその構造を，標本，写真，映像を通して紹
介しました．さらに，本館所蔵の東京高等蚕糸学校時代の教材
から明治期の土壌図（武蔵国北部　恒藤規隆・フェスカ：明治
21 年）の展示も同時に行い，来館者も興味を持ってくれたよう
でした．

②「日本の生物多様性とその保全」
会期：8月 1日～ 10 月 3日【来館者 3,481 名】
　国立科学博物館巡回展を誘致し，日本の生物多様性の特徴や
現状，保全活動および本学の生物多様性に関する教育・研究に
ついて展示しました．特に，本学所蔵の昭和 40 年代に調査さ
れた小笠原諸島の植物標本は，現在では入手困難な貴重な資料
を展示すると共に，府中市浅間山に生育するクジュウツリスゲ
や府中用水に生育するアイノコイトモなども紹介しました．会
期が夏休みもあって，地域の小学生も熱心に見ていました．

【3】学内教育および教育普及事業
(1) 学部 1年次博物館見学
　大学入学時のモチベーションを上げるために 2 年前より始
めた学部 1 年次の博物館見学ですが，Ｈ27 年度も工学部は全
学科を対象に工学基礎実験の一コマを使って博物館見学を行
いました．今回から，工学基礎実験が，学科によって前後期に分
かれて実施をしました．各回とも博物館の歴史や収蔵品の特徴
などのアウトラインを説明した後，1 班 20 名弱に分かれて館
内の展示品を学芸員や musset 学生のガイドによって見学を
しました．
　一方，農学部は，移動の時間や経費の問題があり，実現できて
いませんでしたが，今年度初めて生物生産学科の 1年次全員が
博物館見学を行うことができました．
　例年，レポート課題と共に見学の感想を提出してもらってい
ますが，8割を超える学生が大学の歴史や研究力などに興味を
示し，本学に入学して良かった，プライドが持てた，などポジ
ティブな感想を述べた学生が多数いました．

(2) 学芸員課程
　昨年度から博物館実習が通年になり，様々な取り組みをして
いますが，今年度は，8月 25，26 日に科学実験教室「タイカン！
ジッカン！ハクブツカン」を企画し，小中学生を対象に体験型
の実験や観察を通して科学の面白さを伝える取り組みを試み
ました．詳細は「ニュース速報 20 号」に譲りますが，担当した
学生は，準備は大変でしたが，分かってもらえる喜びを感じた
と異口同音に感想を述べていました．
　また，この実験教室の延長上の一つとして，館内の常設展示
の一部をリニューアルする取り組みを実施しました．受講生を
3班に分け，「繊維の基本と分類」「繊維の特性」「農工大で用い
られてきた理化学実験機器」の展示を制作しました．詳細は
「ニュース速報 22 号」に譲りますが，2階の常設展示室の東京
高等蚕糸学校の繭資料の先の部分が，見違えるように現代的に

なり，特に繊維の特性を理解できる実験ビデオは，受講生の創
意工夫が見られ，大学博物館に相応しい展示となりました．

(3) 国立科学博物館サイエンスコミュニケーション講座
　昨年度，国立科学博物館との協働事業として，おもにmusset
学生を対象にサイエンスコミュニケーションの入門講座を開
講し，学生のサイエンスコミュニケーションへの興味関心を喚
起しました．この流れの中で国立科学博物館が実施している
「サイエンスコミュニケータ養成実践講座（SC1,SC2)」を受講し
た場合，大学院博士前期課程もしくは修士課程の単位として認
定する制度を，三学府の教育委員会のご理解ご協力の下，導入
することができました．
　実際に，前期に開講した SC1 では，4名の大学院生が受講し，
後期の SC2 では 2 名の大学院生が受講してそれぞれ，所属の
学府から単位認定を受けることができました．この単位認定制
度の導入により，本学院生のサイエンスコミュニケーション力
を身につけたい学生へのインセンティブになるものと考えて
います．今後も多くの大学院生の挑戦を期待しています．
　また，大学院生のサイエンスコミュニケーション力を養成す
るために，musset の大学院生が学園祭で「のこはくサイエンス
トーク」（9月27日，工学部），「サイエンスカフェ」（11月13日，
農学部）を企画し，開催しました．SC講座で獲得した様々な知
識や体験を実践する場として有効に活用できたと考えます．今
後も，彼らの後輩が後に続いて，農工大学大学院生にサイエン
スコミュニケーションへの興味と実践が根付くことを願って
います．

(4) 子供科学教室
　今年度も，例年の通り，小学生の科学への興味を喚起するた
めに，子供科学教室を月 1回のペースで開催し，保護者も合わ
せて合計 136 名の参加がありました．両学部の教員，博物館学
芸員，そしてmusset 学生による以下のような様々なテーマに
よる教室が開講され，大変好評でした．
・糸繰り体験をしよう！（musset）
・虹を作って，光の秘密を解き明かそう！（飯野孝浩特任助教）
・カメラの御先祖を作ろう：カメラオブスクラ（室尾和之准教
授）
・MIRAI の電池，燃料電池を理解しよう（村上尚准教授）
・カイコの繭から糸を繰ってみよう（齊藤有里加特任助教）
・動物を学ぶふれあい教室（渡辺元教授）

(5)EPOCH プログラム
　科学技術振興機構 JST より公募されていた「次世代科学者育
成プログラム」に科学博物館学生に実施母体となり「未来の
スーパー科学者 EPOCHプログラム」申請を行い，27 年度実施
分として採択され，8月より受講者の募集活動を行い，面接等
を経て 18 名の中学生が受講生として採用され，9 月より翌年
の 3月まで月に 2～ 3 回の実験教室が開催されました．3月末

画展が開催されました．2 件は学内公募型の企画展，1 件は工
学府広報戦略委員会の提案によるもので年度をまたいで実施
された企画展です．

①「未来の再生可能エネルギー展」
工学府広報戦略委員会
会期：平成 27 年度の 3月 17 日～ 6月 13 日【来館者 4,363 名】
　本学のエネルギー関連研究を一堂に集めた企画展「農工大が
想う，描く，カタチにする．未来の再生可能エネルギー展」が
3ヶ月余りに亘り開催されました．実行委員会委員長の工学府
亀山名誉教授を中心に 15 研究室の最先端研究を集めること
ができました．例えば，檜の香りが豊かな発電用木質チップの
実物，カーボンナノチューブ上に結晶成長させた電池，キャパ
シタ電極，小水力の研究などエネルギーの生産・貯蔵・利活用
を網羅しました．また，5，6月には研究者よる講演会やトーク
イベントを開催して，来館者からは展示だけでなく研究者から
直接説明を受けて大変理解が深まったなどの声が多数ありま
した．
　また，青森県エネルギー開発振興課から本展示を青森県のイ
ベントで展示したいとの申し出を受け，展示品の半数近くを青
森まで搬送してミニ展示を行い，本学の研究力をアピールする
ことができました．

②「ウズベキスタンのカイコが育む，アマゾンの森と共にある，
人々の暮らし」
学内公募型
会期：7月 22 日～ 10 月 13 日【来館者 4,208 名】
　農学部ではウズベキスタンとブラジルにおいて JICA の草の
根支援プロジェクトを実施していますが，そのプロジェクトの
実施成果を企画展として開催しました．展示では，プロジェク
トの様子をパネルや動画で紹介すると共に，生産物の販売モデ
ル確立のためにウズベキスタンのお土産作品を展示しました．
また，来館者には，ウズベキスタン産の繭やシルク -ロードの
布「アトラス」のサンプルを配布し，好評でした．
　さらに，今回はブラジル，ウズベキスタンのシンポジウムが
それぞれ開催され，特に，ウズベキスタンDay では，富岡市長，
ウズベキスタン大使館の書記官が来館され，来館者と交流をさ
れていました．
　本展示のウズベキスタン関連の資料は，本展示が終了後，世
界遺産である富岡製糸場で 1ヶ月間にわたり展示され，本学の
知名度向上に一役買うことができたと思います．

③「感染症と闘え！研究最前線」
学内公募型
会期 :1 月 23 日～ 2月 20 日【来館者 3,739 名】
　農学部国際家畜感染症防疫教育研究センターとの共催によ
り，同センターや国内における最先端の感染研究を扱う企画展

を開催しました．その趣旨は，感染症研究活動の最前線を見て
実感できるように，感染症研究室を展示室に再現し，日頃は見
ることができない実験機器や論文などを展示しました．また，
危険度の高い感染症を迅速に診断する機器，様々な寄生虫やワ
クチン，本学における感染症研究の紹介など，感染症と闘う現
場を多角的な視点から学ぶことができる展示となりました．
　会期中の毎週土曜日には，現役の研究者や獣医師，ジャーナ
リストなど多くのゲストを招待して講演会や座談会を実施し，
これまでにない企画展となりました．

(2) 特別展
①「第 10 回東京シルク展」
会期：10 月 23 日～ 10 月 25 日【来館者 1,155 名】
　「多摩シルクライフ 21 研究会」主催の東京シルク展が二年
振りに開催されました．今回は，展示・実演だけでなく，体験型
のワークショップも開催されました．25 日のシンポジウムで
は，薗田京都大学名誉教授が「ローカリズムの復興」をテーマ
に，現在の産業事情と伝統産業にまつわる講演に始まって，蚕
糸産地である群馬の今，インクジェット染色の新たな可能性な
どの講演があり，立ち見もでるほどの盛況でした．

②科学技術展 2015
会期：11 月 13 日～ 11 月 15 日【来館者 1,210 名】
　本学の研究力を社会的にアピールするために恒例となって
いる「科学技術展 2015」が開催されました．今年は「未来に貢献
する農工大のイノベーション」をキャッチフレーズとし小金井
キャンパスの多くの研究室が最新研究成果を展示していまし
た．しかしながら，例年，秋の学園祭は 11 月に行われていまし
たが，今年は工学部キャンパスでは 9月開催となったため，例
年に比べて見学者が少なく，少々寂しいものとなりました．と
は言っても本学の最新研究に触れることができて，多くの来館
者は興味を持ったようでした．

③第 34 回友の会サークル作品展
会期：2月 6日～ 2月 13 日【来館者 2,850 名】
　恒例の友の会サークル作品展が，今年も 2 月中旬に開催さ
れ，多くの来館者がありました．友の会 10 サークルによる 1
年間の研鑽の成果を地域の方々にご覧いただいたことは，会員
にとっても大きな励みとなったことでしょう．今回は，レース，
絹，わら，織物の 4サークルが実技体験を行い，手仕事の魅力を
来館者に伝えることができました．

(3) 巡回展
①2015 年国際土壌年記念巡回展「土ってなんだろう？」
会期：6月 27 日～ 7月 11 日【来館者 1,199 名】
　2015 年が国連総会で定めた国際土壌年を記念して埼玉県立
川の博物館が企画，展示物を作製した巡回展を開催しました．

に，最終報告会が行われて，受講者全員に修了証が手渡されま
した．詳細についてはニュース速報 19，20，21，22，23 号をご覧
ください．

【4】その他の活動
(1) 支援団体との協力
　博物館には繊維技術研究会，友の会および学生支援団体であ
るmussetがあり，今年度も各団体で独自の様々な企画を立案・
実行したり，博物館からの様々な要望に対応いただきました．
特に，繊維技術研究会とmusset には，団体見学での解説ガイ
ドを何度も受け入れていただき，感謝しています．また，友の会
には夏の「子ども体験教室」に実演対応をいただくなど，多くの
ご協力をいただきました．H28 年度も引き続きご協力をお願い
したいと思っています．

(2) 収蔵資料のデータベース化
　収蔵資料のデータベース化が終了し，どのような資料がどこ
にあるか検索できる状態です．それによると収蔵庫には 10，
300 点余りの資料があることが分かりました．今後は，常設展
示室や鈴木コレクションの登録作業を続けていきます．

(3) ミュージアムグッズの販売
　平成26年 1月から本格的に販売を始めたミュージアムグッ
ズは，H27 年度も引き続いて販売を行い，多くの来館者にご購
入をいただきました．昨年度新たに開発した生糸商標をプリン
トしたハンカチは，好評で完売をしました．来年度，さらに新た
なグッズを開発していく予定でいます．

　

EPOCH プログラム修了式が開催
されました
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　2016 年 3月 19 日 ( 土 )，2015 年度 EPOCHプログラムの修
了式が多摩六都科学館にて開催されました．大勢の保護者の方
にもお集まりいただき，修了証や実行委員会特別賞などの授
与，記念撮影，個人の自由研究課題の発表などが行われました．
月に 2回ほどの実験教室を主体に，通常の授業に加えてかなり
多忙なプログラムでしたが，高い出席率から，受講生の科学へ
の強い興味と関心を感じることができました．
　今年度は自由研究課題のサポート等で引き続きプログラム
が進んでいきますが，受講生全員で集まる機会はこの修了式が
最後でした．半年間切磋琢磨した仲間たちとの友情や科学への
興味関心を引き続き育てていっていただければと思います．
　受講生の皆さん，サポートしてくださったご家族の皆さん，

多摩六都科学館のスタッフの皆さん，プログラムに携わって
くれた本学・学外の皆さん，大変有難うございました．

企画展「のぞいてみよう，自動運転
の最前線」展を開催しています
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　5月 28 日 ( 土 ) より，いま話題となっている自動運転に関す
る最先端の研究をご紹介する企画展「人もクルマもアクティブ
に！のぞいてみよう，自動運転の最前線」展を本館 1階企画展
示室で開催しています．
　交通戦争と呼ばれた一時期ほどではないものの，未だに交通
事故死亡者数は毎年 4000 人を越え，交通事故全体の経済的損
失も 6兆円と試算されています．また，超高齢化社会を目前に
控え，高齢者やいわゆる交通弱者の方々が生活を維持し，アク
ティブに暮らしていくために自動車の役割は高まっていくと
考えられます．人間の機能を補い，より安全な運転を実現する
のが自動運転車です．本展では特に，研究で用いられている試
験用自動運転車，周辺環境を捉える環境センシング，交通事故
の起こりやすい環境を調べるヒヤリハットデータベース，そし
て自動運転車とドライバーの情報のやり取りをスムーズにす
る次世代インターフェースという 4 つの視点から自動運転の
技術をご紹介しています．いずれも本学で研究が進められてい
る技術です．
　また，会場では技術を説明する多数のオリジナル動画や，セ
ンシング技術のデモンストレーションを数多く用意しており，
これまでにないインタラクティブな展示を実現しています．次
世代運転技術に興味をお持ちの一般の方から，親子連れの方ま
で，幅広く学んでいただける企画展・イベントとなっています．
　6 月 11 日には研究者によるギャラリートーク（15 時～16
時），そして 8 月 27 日には展示されている自動運転車のデモ
ンストレーション（13 時～15 時）も行います．どちらも参加費
無料，予約不要です．直接展示会場にお越しください．
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さいごの記念写真です．スーパー科学者としての飛躍を期待しています！

　皆さんこんにちは．　友の会の会長の国眼です．
博物館の「友の会」のサークルに入会して頂きありがとうござ
います．
　今年度新たに各サークル 4名，10 サークル合計 40 名の方を
お迎えし，また新しい 2年生，3年生，4年生を合わせ，合計 154
名でスタートを切ることができました．
　今年度のサークル入会希望者は定員 40 名の所 108 名あり，
サークル平均 2.7 倍にもなりました．或るサークルでは 6.5 倍
にもなったところがあるようです．逆に言いますと，多くの方
が入会の希望にかなえられなかった訳です．幸いにして入会さ
れた皆さまには，所期の目標に向かって頑張って頂きたいと思
いますし，友の会としても十分サポートをしていきたいと思っ
ています．
　既にお聞きになっていることと思いますが，本サークルには
いわゆる講師なる先生はいません．皆さんは最初は生徒です
が，最終学年では先生になるわけです．このシステムは本サー
クルの特徴です．先輩の方々が，技術を引き継ぎ，向上させ，そ
れを皆さまに教え，そして皆さんがまた技術を向上させ，後輩
に伝承させるシステムです．これは他には見当たらないユニー
クなシステムだと思います．私はこのシステムは素晴らしいや
り方だと思っています．
　作品を作るテクニックを覚えるのだけではなく，教えること
で，相手の気持ちを汲み取り，説得し，共同する気持ちが養わ
れ，人として成長するように思います．目標にしている作品を
制作できるスキルを修得すると同時に，本サークル活動を通し
て，一回りも二回りも大きな人に成長されることを期待し，楽
しみにしています．
　まずは 1年間，楽しく頑張って行きましょう．

事務室より
                                                                                             

▶ 北川和幸 ( 科学博物館事務 )

　まずはじめに，今回の熊本地震で被災された方，そして，御家
族・関係者の皆様に対して，心よりお見舞い申し上げます．一
日も早く平安な日常が訪れることを心より祈念致します．
　さて，３月２２日（水）付けの新聞の全面広告で「農学×工
学」の文字が目に飛び込み，これは間違いなく「東京農工大学」
の事柄だと確信しました．学長及び副学長の顔写真入りだった
ことに，ビックリするとともに，本気度が伝わってまいりまし
た．
　当博物館２Ｆに炭素繊維の展示コーナーが有りますが，２０
年近く前に，炭素繊維（カーボンファイバー）は，高価なスキー
板やゴルフクラブで一世を風靡していたことを思い出します．

そんな炭素繊維は，今では旅客機の翼及び胴体の素材として使
用されていて，繊維企業の努力による付加価値の創造に頭が下
がります．一方，炭素繊維のような素材として，木材を原料とし
たセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）が，環境保全に役立つ次
世代繊維として脚光を浴びています．資源の少ない日本では，
国土面積の７割が森林面積のことから，原料が容易に手に入る
こともあり，「ポスト炭素繊維」として期待されています．コス
ト面では，まだまだなこともあり，この分野では，製糸業界が盛
んに研究しています．
　さて，ＣＮＦの原料は「木材」，炭素繊維の原料は「石油」との
ことから，「木材×石油」と言え，さらに飛躍した見方をすれば
「農学×工学」とも考えられます．「農学」と「工学」を専門とし
た多様化した価値観は，このような次世代の素材分野にも見て
取ることができます．本学は，社会貢献のため，基礎研究の充実
と技術革新の研究が行われています．そして，その広報活動の
一部を科学博物館が担っています．そんなミッションを持って
いる当館では，インパクトある企画展等を企画・計画していま
す．どうぞ，ご期待ください．

　



　本展は工学部機械システム工学科の毛利教授を委員長とし，
ポンサトーン准教授，和田准教授のご協力を得て実施しており
ます．また，カルソニックカンセイ株式会社，株式会社ジェイテ
クトの協力，日本自動車技術会の協賛を頂いております．

科学博物館運営委員より
                                                                                            
▶農学部生物生産学科　横山岳准教授・副館長
　今年度より博物館運営委員となりました生物生産学科蚕学
研究室の横山 岳です．私の研究室は名前の通り繊維学部の養
蚕学科の流れを汲んでおります．科学博物館の建物はかつて養
蚕学科の建物で，私の恩師達が府中に移動する前はここで過ご
していたと聞いています．科学博物館は養蚕・製糸関係の展示
物が多く，私の担当する講義のひとつでは博物館を観てレポー
ト作成を課しております．縁ある科学博物館の運営委員として
微力ながらお手伝いできればと考えております．今後ともよろ
しくお願いいたします．

▶工学部応用分子科学科　齊藤亜紀夫准教授
　今年度より初めて博物館運営委員を拝命し，博物館運営に関
して右も左もわかりませんが，精一杯頑張ります．特にMusset
担当として，博物館のガイドツアーを行っている支援学生さん
の活躍の場が増えるよう，博物館の入場者数の向上に努めてい
きたいと考えています．そのためにも，広報につながるような
Musset 学生の活動に関する新企画などを提案できれば，とも
考えております．よろしくお願い申し上げます．

▶工学部有機材料化学科　合田洋教授
　結び目や組みひもを数学の対象として研究しています．数学
の世界では英語を用いて，結び目は knot，組みひもは braid と
呼ばれ研究されています．
　それで友の会の結び目サークル，組みひもサークルの顧問を
担当させて頂いたこともありました．今年は博物館創基 130
周年ということで 130 周年事業実行委員会委員も務めさせて
頂きます．微力ながらお手伝いできればと考えております．ど
うぞよろしくお願いいたします．

▶工学部電気電子工学科　瀧山健准教授
　工学部 電気電子工学科 特任准教授の瀧山健です．本博物館
には貴重な資料が ( 時には驚くほど身近な距離で ) 多々展示
されており，毎度訪れる度に興味深く拝見させていただいてい
ます．また，博物館ガイドツアーなどを担当する学生サークル
の存在を先日初めて知り，私が学生の頃に戻ることができるな

らば参加したいと思うような魅力的な活動内容のようでした．
　私はヒトを対象とした身体運動制御・身体運動学習に着目
し，脳の数理モデリング，生体信号計測，行動実験を研究ツール
としています．どなたにも身近な身体運動を研究テーマとして
いるため，オープンな研究会の開催などを通じ，本博物館を更
に多くの方々に周知していただけるよう尽力していきたい次
第です．

▶工学部化学システム工学科　長津雄一郎准教授
　最近では，本博物館は，本学の農学・工学の研究成果を発信
する場，また地域の皆様，将来の担う子供たちに科学の面白さ，
素晴らしさ，重要さを 体感していただく場としての役割が大
きくなっている認識しております．博物館委員として，その役
割に微力ながら貢献していきたいと考えています．

▶工学部機械システム工学科　直井克彦准教授
　今年が農工大に赴任して 3 年目，博物館委員としては 2 年
目となります，工学部機械システム工学科の直井克之と申しま
す．博物館は今年 130 周年を迎えるということで，この記念す
べき年を盛り上げるため微力ながらお役に立てることがあれ
ば，と思っております．様々な催しが予定されておりますので，
まずは積極的に博物館に足を運ぶことから始めていくつもり
でおります．どうぞよろしくお願いいたします．
　
▶工学部物理システム工学科　嘉治寿彦准教授
　科学博物館は，常設展示・特別展示に加え，講堂や実験室な
どあり，学内外や地域の方々に様々な目的でご利用いただける
魅力の詰まった施設です．私もその魅力を増やし，皆様にお伝
えできる一助となっていきたいと思います．

▶工学部生命工学科　中澤靖元准教授
　昨年度に引き続き博物館運営委員を務めさせていただきま
す，生命工学科の中澤靖元です．
　博物館創立 130 周年という節目の年に運営の一端を担うこ
とができ，大変嬉しく思います．
　学内外に愛される博物館として，また，本学の研究や様々な
活動を未来に伝える大学博物館として，今後も末永く発展する
ことを期待します．

2016 年度　友の会サークル発足
式に寄せて
                                                                                             

▶ 國眼孝雄（工学部名誉教授・友の会会長）

平成 27年度の科学博物館活動
                                                                                             

▶ 梅田倫弘 ( 科学博物館長・教授 )

　平成 24 年 10 月の耐震改修工事終了後にリニューアルオー
プンして平成 27 年 4 月には 2 年半を迎えました．人間で言え
ば，やっとよちよち歩きの段階ですが，大学教職員ならびに博
物館支援団体のボランティアの方々に助けられ不完全ではあ
りますが所期のミッションをこなしつつあります．ここでは，
リニューアル後 3 年目に入る平成 27 年度の活動状況につい
て簡単にまとめてみたいと思います．

【1】入館者状況
　平成 24 年 10 月のリニューアル後の月別の入館者数と積算
入館者数の状況を下のグラフに示します．平成 27 年度の入館

者総数は，22,410 人と，昨年度に比べて 500 人あまり微減とな
りました．これは，11 月の科学技術展および 2月の友の会サー
クル作品展の入場者数が 2000 人余り減少したことが響いて
いるようです．特に科学技術展の減少がひどく，学園祭が行わ
れなかったことが背景にあります．ただ，2000 人を超える月
は，6，7，9，10，11 そして 2月となっています．これは，例年 11
月，2月が 2000 人を超える月でしたので，月数が大幅に増えま
した．これは，博物館事業の中心である企画展への来館者が増
えたことの反映と考えられ，特別展に依存しない博物館活動が
実現できつつあると評価しています．

【2】展示事業
（1）企画展
　企画展は，学内の教職員によって提案された教育研究に関連
する展示企画を博物館が支援することで実施する非常設の展
示です．平成 27 年度は，昨年度からの継続も含めて 3 件の企

土ができてくる様子やその構造を，標本，写真，映像を通して紹
介しました．さらに，本館所蔵の東京高等蚕糸学校時代の教材
から明治期の土壌図（武蔵国北部　恒藤規隆・フェスカ：明治
21 年）の展示も同時に行い，来館者も興味を持ってくれたよう
でした．

②「日本の生物多様性とその保全」
会期：8月 1日～ 10 月 3日【来館者 3,481 名】
　国立科学博物館巡回展を誘致し，日本の生物多様性の特徴や
現状，保全活動および本学の生物多様性に関する教育・研究に
ついて展示しました．特に，本学所蔵の昭和 40 年代に調査さ
れた小笠原諸島の植物標本は，現在では入手困難な貴重な資料
を展示すると共に，府中市浅間山に生育するクジュウツリスゲ
や府中用水に生育するアイノコイトモなども紹介しました．会
期が夏休みもあって，地域の小学生も熱心に見ていました．

【3】学内教育および教育普及事業
(1) 学部 1年次博物館見学
　大学入学時のモチベーションを上げるために 2 年前より始
めた学部 1 年次の博物館見学ですが，Ｈ27 年度も工学部は全
学科を対象に工学基礎実験の一コマを使って博物館見学を行
いました．今回から，工学基礎実験が，学科によって前後期に分
かれて実施をしました．各回とも博物館の歴史や収蔵品の特徴
などのアウトラインを説明した後，1 班 20 名弱に分かれて館
内の展示品を学芸員や musset 学生のガイドによって見学を
しました．
　一方，農学部は，移動の時間や経費の問題があり，実現できて
いませんでしたが，今年度初めて生物生産学科の 1年次全員が
博物館見学を行うことができました．
　例年，レポート課題と共に見学の感想を提出してもらってい
ますが，8割を超える学生が大学の歴史や研究力などに興味を
示し，本学に入学して良かった，プライドが持てた，などポジ
ティブな感想を述べた学生が多数いました．

(2) 学芸員課程
　昨年度から博物館実習が通年になり，様々な取り組みをして
いますが，今年度は，8月 25，26 日に科学実験教室「タイカン！
ジッカン！ハクブツカン」を企画し，小中学生を対象に体験型
の実験や観察を通して科学の面白さを伝える取り組みを試み
ました．詳細は「ニュース速報 20 号」に譲りますが，担当した
学生は，準備は大変でしたが，分かってもらえる喜びを感じた
と異口同音に感想を述べていました．
　また，この実験教室の延長上の一つとして，館内の常設展示
の一部をリニューアルする取り組みを実施しました．受講生を
3班に分け，「繊維の基本と分類」「繊維の特性」「農工大で用い
られてきた理化学実験機器」の展示を制作しました．詳細は
「ニュース速報 22 号」に譲りますが，2階の常設展示室の東京
高等蚕糸学校の繭資料の先の部分が，見違えるように現代的に

なり，特に繊維の特性を理解できる実験ビデオは，受講生の創
意工夫が見られ，大学博物館に相応しい展示となりました．

(3) 国立科学博物館サイエンスコミュニケーション講座
　昨年度，国立科学博物館との協働事業として，おもにmusset
学生を対象にサイエンスコミュニケーションの入門講座を開
講し，学生のサイエンスコミュニケーションへの興味関心を喚
起しました．この流れの中で国立科学博物館が実施している
「サイエンスコミュニケータ養成実践講座（SC1,SC2)」を受講し
た場合，大学院博士前期課程もしくは修士課程の単位として認
定する制度を，三学府の教育委員会のご理解ご協力の下，導入
することができました．
　実際に，前期に開講した SC1 では，4名の大学院生が受講し，
後期の SC2 では 2 名の大学院生が受講してそれぞれ，所属の
学府から単位認定を受けることができました．この単位認定制
度の導入により，本学院生のサイエンスコミュニケーション力
を身につけたい学生へのインセンティブになるものと考えて
います．今後も多くの大学院生の挑戦を期待しています．
　また，大学院生のサイエンスコミュニケーション力を養成す
るために，musset の大学院生が学園祭で「のこはくサイエンス
トーク」（9月27日，工学部），「サイエンスカフェ」（11月13日，
農学部）を企画し，開催しました．SC講座で獲得した様々な知
識や体験を実践する場として有効に活用できたと考えます．今
後も，彼らの後輩が後に続いて，農工大学大学院生にサイエン
スコミュニケーションへの興味と実践が根付くことを願って
います．

(4) 子供科学教室
　今年度も，例年の通り，小学生の科学への興味を喚起するた
めに，子供科学教室を月 1回のペースで開催し，保護者も合わ
せて合計 136 名の参加がありました．両学部の教員，博物館学
芸員，そしてmusset 学生による以下のような様々なテーマに
よる教室が開講され，大変好評でした．
・糸繰り体験をしよう！（musset）
・虹を作って，光の秘密を解き明かそう！（飯野孝浩特任助教）
・カメラの御先祖を作ろう：カメラオブスクラ（室尾和之准教
授）
・MIRAI の電池，燃料電池を理解しよう（村上尚准教授）
・カイコの繭から糸を繰ってみよう（齊藤有里加特任助教）
・動物を学ぶふれあい教室（渡辺元教授）

(5)EPOCH プログラム
　科学技術振興機構 JST より公募されていた「次世代科学者育
成プログラム」に科学博物館学生に実施母体となり「未来の
スーパー科学者 EPOCHプログラム」申請を行い，27 年度実施
分として採択され，8月より受講者の募集活動を行い，面接等
を経て 18 名の中学生が受講生として採用され，9 月より翌年
の 3月まで月に 2～ 3 回の実験教室が開催されました．3月末

画展が開催されました．2 件は学内公募型の企画展，1 件は工
学府広報戦略委員会の提案によるもので年度をまたいで実施
された企画展です．

①「未来の再生可能エネルギー展」
工学府広報戦略委員会
会期：平成 27 年度の 3月 17 日～ 6月 13 日【来館者 4,363 名】
　本学のエネルギー関連研究を一堂に集めた企画展「農工大が
想う，描く，カタチにする．未来の再生可能エネルギー展」が
3ヶ月余りに亘り開催されました．実行委員会委員長の工学府
亀山名誉教授を中心に 15 研究室の最先端研究を集めること
ができました．例えば，檜の香りが豊かな発電用木質チップの
実物，カーボンナノチューブ上に結晶成長させた電池，キャパ
シタ電極，小水力の研究などエネルギーの生産・貯蔵・利活用
を網羅しました．また，5，6月には研究者よる講演会やトーク
イベントを開催して，来館者からは展示だけでなく研究者から
直接説明を受けて大変理解が深まったなどの声が多数ありま
した．
　また，青森県エネルギー開発振興課から本展示を青森県のイ
ベントで展示したいとの申し出を受け，展示品の半数近くを青
森まで搬送してミニ展示を行い，本学の研究力をアピールする
ことができました．

②「ウズベキスタンのカイコが育む，アマゾンの森と共にある，
人々の暮らし」
学内公募型
会期：7月 22 日～ 10 月 13 日【来館者 4,208 名】
　農学部ではウズベキスタンとブラジルにおいて JICA の草の
根支援プロジェクトを実施していますが，そのプロジェクトの
実施成果を企画展として開催しました．展示では，プロジェク
トの様子をパネルや動画で紹介すると共に，生産物の販売モデ
ル確立のためにウズベキスタンのお土産作品を展示しました．
また，来館者には，ウズベキスタン産の繭やシルク -ロードの
布「アトラス」のサンプルを配布し，好評でした．
　さらに，今回はブラジル，ウズベキスタンのシンポジウムが
それぞれ開催され，特に，ウズベキスタンDay では，富岡市長，
ウズベキスタン大使館の書記官が来館され，来館者と交流をさ
れていました．
　本展示のウズベキスタン関連の資料は，本展示が終了後，世
界遺産である富岡製糸場で 1ヶ月間にわたり展示され，本学の
知名度向上に一役買うことができたと思います．

③「感染症と闘え！研究最前線」
学内公募型
会期 :1 月 23 日～ 2月 20 日【来館者 3,739 名】
　農学部国際家畜感染症防疫教育研究センターとの共催によ
り，同センターや国内における最先端の感染研究を扱う企画展

を開催しました．その趣旨は，感染症研究活動の最前線を見て
実感できるように，感染症研究室を展示室に再現し，日頃は見
ることができない実験機器や論文などを展示しました．また，
危険度の高い感染症を迅速に診断する機器，様々な寄生虫やワ
クチン，本学における感染症研究の紹介など，感染症と闘う現
場を多角的な視点から学ぶことができる展示となりました．
　会期中の毎週土曜日には，現役の研究者や獣医師，ジャーナ
リストなど多くのゲストを招待して講演会や座談会を実施し，
これまでにない企画展となりました．

(2) 特別展
①「第 10 回東京シルク展」
会期：10 月 23 日～ 10 月 25 日【来館者 1,155 名】
　「多摩シルクライフ 21 研究会」主催の東京シルク展が二年
振りに開催されました．今回は，展示・実演だけでなく，体験型
のワークショップも開催されました．25 日のシンポジウムで
は，薗田京都大学名誉教授が「ローカリズムの復興」をテーマ
に，現在の産業事情と伝統産業にまつわる講演に始まって，蚕
糸産地である群馬の今，インクジェット染色の新たな可能性な
どの講演があり，立ち見もでるほどの盛況でした．

②科学技術展 2015
会期：11 月 13 日～ 11 月 15 日【来館者 1,210 名】
　本学の研究力を社会的にアピールするために恒例となって
いる「科学技術展 2015」が開催されました．今年は「未来に貢献
する農工大のイノベーション」をキャッチフレーズとし小金井
キャンパスの多くの研究室が最新研究成果を展示していまし
た．しかしながら，例年，秋の学園祭は 11 月に行われていまし
たが，今年は工学部キャンパスでは 9月開催となったため，例
年に比べて見学者が少なく，少々寂しいものとなりました．と
は言っても本学の最新研究に触れることができて，多くの来館
者は興味を持ったようでした．

③第 34 回友の会サークル作品展
会期：2月 6日～ 2月 13 日【来館者 2,850 名】
　恒例の友の会サークル作品展が，今年も 2 月中旬に開催さ
れ，多くの来館者がありました．友の会 10 サークルによる 1
年間の研鑽の成果を地域の方々にご覧いただいたことは，会員
にとっても大きな励みとなったことでしょう．今回は，レース，
絹，わら，織物の 4サークルが実技体験を行い，手仕事の魅力を
来館者に伝えることができました．

(3) 巡回展
①2015 年国際土壌年記念巡回展「土ってなんだろう？」
会期：6月 27 日～ 7月 11 日【来館者 1,199 名】
　2015 年が国連総会で定めた国際土壌年を記念して埼玉県立
川の博物館が企画，展示物を作製した巡回展を開催しました．

に，最終報告会が行われて，受講者全員に修了証が手渡されま
した．詳細についてはニュース速報 19，20，21，22，23 号をご覧
ください．

【4】その他の活動
(1) 支援団体との協力
　博物館には繊維技術研究会，友の会および学生支援団体であ
るmussetがあり，今年度も各団体で独自の様々な企画を立案・
実行したり，博物館からの様々な要望に対応いただきました．
特に，繊維技術研究会とmusset には，団体見学での解説ガイ
ドを何度も受け入れていただき，感謝しています．また，友の会
には夏の「子ども体験教室」に実演対応をいただくなど，多くの
ご協力をいただきました．H28 年度も引き続きご協力をお願い
したいと思っています．

(2) 収蔵資料のデータベース化
　収蔵資料のデータベース化が終了し，どのような資料がどこ
にあるか検索できる状態です．それによると収蔵庫には 10，
300 点余りの資料があることが分かりました．今後は，常設展
示室や鈴木コレクションの登録作業を続けていきます．

(3) ミュージアムグッズの販売
　平成26年 1月から本格的に販売を始めたミュージアムグッ
ズは，H27 年度も引き続いて販売を行い，多くの来館者にご購
入をいただきました．昨年度新たに開発した生糸商標をプリン
トしたハンカチは，好評で完売をしました．来年度，さらに新た
なグッズを開発していく予定でいます．

　

EPOCH プログラム修了式が開催
されました
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　2016 年 3月 19 日 ( 土 )，2015 年度 EPOCHプログラムの修
了式が多摩六都科学館にて開催されました．大勢の保護者の方
にもお集まりいただき，修了証や実行委員会特別賞などの授
与，記念撮影，個人の自由研究課題の発表などが行われました．
月に 2回ほどの実験教室を主体に，通常の授業に加えてかなり
多忙なプログラムでしたが，高い出席率から，受講生の科学へ
の強い興味と関心を感じることができました．
　今年度は自由研究課題のサポート等で引き続きプログラム
が進んでいきますが，受講生全員で集まる機会はこの修了式が
最後でした．半年間切磋琢磨した仲間たちとの友情や科学への
興味関心を引き続き育てていっていただければと思います．
　受講生の皆さん，サポートしてくださったご家族の皆さん，

多摩六都科学館のスタッフの皆さん，プログラムに携わって
くれた本学・学外の皆さん，大変有難うございました．

企画展「のぞいてみよう，自動運転
の最前線」展を開催しています
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　5月 28 日 ( 土 ) より，いま話題となっている自動運転に関す
る最先端の研究をご紹介する企画展「人もクルマもアクティブ
に！のぞいてみよう，自動運転の最前線」展を本館 1階企画展
示室で開催しています．
　交通戦争と呼ばれた一時期ほどではないものの，未だに交通
事故死亡者数は毎年 4000 人を越え，交通事故全体の経済的損
失も 6兆円と試算されています．また，超高齢化社会を目前に
控え，高齢者やいわゆる交通弱者の方々が生活を維持し，アク
ティブに暮らしていくために自動車の役割は高まっていくと
考えられます．人間の機能を補い，より安全な運転を実現する
のが自動運転車です．本展では特に，研究で用いられている試
験用自動運転車，周辺環境を捉える環境センシング，交通事故
の起こりやすい環境を調べるヒヤリハットデータベース，そし
て自動運転車とドライバーの情報のやり取りをスムーズにす
る次世代インターフェースという 4 つの視点から自動運転の
技術をご紹介しています．いずれも本学で研究が進められてい
る技術です．
　また，会場では技術を説明する多数のオリジナル動画や，セ
ンシング技術のデモンストレーションを数多く用意しており，
これまでにないインタラクティブな展示を実現しています．次
世代運転技術に興味をお持ちの一般の方から，親子連れの方ま
で，幅広く学んでいただける企画展・イベントとなっています．
　6 月 11 日には研究者によるギャラリートーク（15 時～16
時），そして 8 月 27 日には展示されている自動運転車のデモ
ンストレーション（13 時～15 時）も行います．どちらも参加費
無料，予約不要です．直接展示会場にお越しください．

　皆さんこんにちは．　友の会の会長の国眼です．
博物館の「友の会」のサークルに入会して頂きありがとうござ
います．
　今年度新たに各サークル 4名，10 サークル合計 40 名の方を
お迎えし，また新しい 2年生，3年生，4年生を合わせ，合計 154
名でスタートを切ることができました．
　今年度のサークル入会希望者は定員 40 名の所 108 名あり，
サークル平均 2.7 倍にもなりました．或るサークルでは 6.5 倍
にもなったところがあるようです．逆に言いますと，多くの方
が入会の希望にかなえられなかった訳です．幸いにして入会さ
れた皆さまには，所期の目標に向かって頑張って頂きたいと思
いますし，友の会としても十分サポートをしていきたいと思っ
ています．
　既にお聞きになっていることと思いますが，本サークルには
いわゆる講師なる先生はいません．皆さんは最初は生徒です
が，最終学年では先生になるわけです．このシステムは本サー
クルの特徴です．先輩の方々が，技術を引き継ぎ，向上させ，そ
れを皆さまに教え，そして皆さんがまた技術を向上させ，後輩
に伝承させるシステムです．これは他には見当たらないユニー
クなシステムだと思います．私はこのシステムは素晴らしいや
り方だと思っています．
　作品を作るテクニックを覚えるのだけではなく，教えること
で，相手の気持ちを汲み取り，説得し，共同する気持ちが養わ
れ，人として成長するように思います．目標にしている作品を
制作できるスキルを修得すると同時に，本サークル活動を通し
て，一回りも二回りも大きな人に成長されることを期待し，楽
しみにしています．
　まずは 1年間，楽しく頑張って行きましょう．

事務室より
                                                                                             

▶ 北川和幸 ( 科学博物館事務 )

　まずはじめに，今回の熊本地震で被災された方，そして，御家
族・関係者の皆様に対して，心よりお見舞い申し上げます．一
日も早く平安な日常が訪れることを心より祈念致します．
　さて，３月２２日（水）付けの新聞の全面広告で「農学×工
学」の文字が目に飛び込み，これは間違いなく「東京農工大学」
の事柄だと確信しました．学長及び副学長の顔写真入りだった
ことに，ビックリするとともに，本気度が伝わってまいりまし
た．
　当博物館２Ｆに炭素繊維の展示コーナーが有りますが，２０
年近く前に，炭素繊維（カーボンファイバー）は，高価なスキー
板やゴルフクラブで一世を風靡していたことを思い出します．

そんな炭素繊維は，今では旅客機の翼及び胴体の素材として使
用されていて，繊維企業の努力による付加価値の創造に頭が下
がります．一方，炭素繊維のような素材として，木材を原料とし
たセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）が，環境保全に役立つ次
世代繊維として脚光を浴びています．資源の少ない日本では，
国土面積の７割が森林面積のことから，原料が容易に手に入る
こともあり，「ポスト炭素繊維」として期待されています．コス
ト面では，まだまだなこともあり，この分野では，製糸業界が盛
んに研究しています．
　さて，ＣＮＦの原料は「木材」，炭素繊維の原料は「石油」との
ことから，「木材×石油」と言え，さらに飛躍した見方をすれば
「農学×工学」とも考えられます．「農学」と「工学」を専門とし
た多様化した価値観は，このような次世代の素材分野にも見て
取ることができます．本学は，社会貢献のため，基礎研究の充実
と技術革新の研究が行われています．そして，その広報活動の
一部を科学博物館が担っています．そんなミッションを持って
いる当館では，インパクトある企画展等を企画・計画していま
す．どうぞ，ご期待ください．
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　本展は工学部機械システム工学科の毛利教授を委員長とし，
ポンサトーン准教授，和田准教授のご協力を得て実施しており
ます．また，カルソニックカンセイ株式会社，株式会社ジェイテ
クトの協力，日本自動車技術会の協賛を頂いております．

科学博物館運営委員より
                                                                                            
▶農学部生物生産学科　横山岳准教授・副館長
　今年度より博物館運営委員となりました生物生産学科蚕学
研究室の横山 岳です．私の研究室は名前の通り繊維学部の養
蚕学科の流れを汲んでおります．科学博物館の建物はかつて養
蚕学科の建物で，私の恩師達が府中に移動する前はここで過ご
していたと聞いています．科学博物館は養蚕・製糸関係の展示
物が多く，私の担当する講義のひとつでは博物館を観てレポー
ト作成を課しております．縁ある科学博物館の運営委員として
微力ながらお手伝いできればと考えております．今後ともよろ
しくお願いいたします．

▶工学部応用分子科学科　齊藤亜紀夫准教授
　今年度より初めて博物館運営委員を拝命し，博物館運営に関
して右も左もわかりませんが，精一杯頑張ります．特にMusset
担当として，博物館のガイドツアーを行っている支援学生さん
の活躍の場が増えるよう，博物館の入場者数の向上に努めてい
きたいと考えています．そのためにも，広報につながるような
Musset 学生の活動に関する新企画などを提案できれば，とも
考えております．よろしくお願い申し上げます．

▶工学部有機材料化学科　合田洋教授
　結び目や組みひもを数学の対象として研究しています．数学
の世界では英語を用いて，結び目は knot，組みひもは braid と
呼ばれ研究されています．
　それで友の会の結び目サークル，組みひもサークルの顧問を
担当させて頂いたこともありました．今年は博物館創基 130
周年ということで 130 周年事業実行委員会委員も務めさせて
頂きます．微力ながらお手伝いできればと考えております．ど
うぞよろしくお願いいたします．

▶工学部電気電子工学科　瀧山健准教授
　工学部 電気電子工学科 特任准教授の瀧山健です．本博物館
には貴重な資料が ( 時には驚くほど身近な距離で ) 多々展示
されており，毎度訪れる度に興味深く拝見させていただいてい
ます．また，博物館ガイドツアーなどを担当する学生サークル
の存在を先日初めて知り，私が学生の頃に戻ることができるな

らば参加したいと思うような魅力的な活動内容のようでした．
　私はヒトを対象とした身体運動制御・身体運動学習に着目
し，脳の数理モデリング，生体信号計測，行動実験を研究ツール
としています．どなたにも身近な身体運動を研究テーマとして
いるため，オープンな研究会の開催などを通じ，本博物館を更
に多くの方々に周知していただけるよう尽力していきたい次
第です．

▶工学部化学システム工学科　長津雄一郎准教授
　最近では，本博物館は，本学の農学・工学の研究成果を発信
する場，また地域の皆様，将来の担う子供たちに科学の面白さ，
素晴らしさ，重要さを 体感していただく場としての役割が大
きくなっている認識しております．博物館委員として，その役
割に微力ながら貢献していきたいと考えています．

▶工学部機械システム工学科　直井克彦准教授
　今年が農工大に赴任して 3 年目，博物館委員としては 2 年
目となります，工学部機械システム工学科の直井克之と申しま
す．博物館は今年 130 周年を迎えるということで，この記念す
べき年を盛り上げるため微力ながらお役に立てることがあれ
ば，と思っております．様々な催しが予定されておりますので，
まずは積極的に博物館に足を運ぶことから始めていくつもり
でおります．どうぞよろしくお願いいたします．
　
▶工学部物理システム工学科　嘉治寿彦准教授
　科学博物館は，常設展示・特別展示に加え，講堂や実験室な
どあり，学内外や地域の方々に様々な目的でご利用いただける
魅力の詰まった施設です．私もその魅力を増やし，皆様にお伝
えできる一助となっていきたいと思います．

▶工学部生命工学科　中澤靖元准教授
　昨年度に引き続き博物館運営委員を務めさせていただきま
す，生命工学科の中澤靖元です．
　博物館創立 130 周年という節目の年に運営の一端を担うこ
とができ，大変嬉しく思います．
　学内外に愛される博物館として，また，本学の研究や様々な
活動を未来に伝える大学博物館として，今後も末永く発展する
ことを期待します．

2016 年度　友の会サークル発足
式に寄せて
                                                                                             

▶ 國眼孝雄（工学部名誉教授・友の会会長）

平成 27年度の科学博物館活動
                                                                                             

▶ 梅田倫弘 ( 科学博物館長・教授 )

　平成 24 年 10 月の耐震改修工事終了後にリニューアルオー
プンして平成 27 年 4 月には 2 年半を迎えました．人間で言え
ば，やっとよちよち歩きの段階ですが，大学教職員ならびに博
物館支援団体のボランティアの方々に助けられ不完全ではあ
りますが所期のミッションをこなしつつあります．ここでは，
リニューアル後 3 年目に入る平成 27 年度の活動状況につい
て簡単にまとめてみたいと思います．

【1】入館者状況
　平成 24 年 10 月のリニューアル後の月別の入館者数と積算
入館者数の状況を下のグラフに示します．平成 27 年度の入館

者総数は，22,410 人と，昨年度に比べて 500 人あまり微減とな
りました．これは，11 月の科学技術展および 2月の友の会サー
クル作品展の入場者数が 2000 人余り減少したことが響いて
いるようです．特に科学技術展の減少がひどく，学園祭が行わ
れなかったことが背景にあります．ただ，2000 人を超える月
は，6，7，9，10，11 そして 2月となっています．これは，例年 11
月，2月が 2000 人を超える月でしたので，月数が大幅に増えま
した．これは，博物館事業の中心である企画展への来館者が増
えたことの反映と考えられ，特別展に依存しない博物館活動が
実現できつつあると評価しています．

【2】展示事業
（1）企画展
　企画展は，学内の教職員によって提案された教育研究に関連
する展示企画を博物館が支援することで実施する非常設の展
示です．平成 27 年度は，昨年度からの継続も含めて 3 件の企

土ができてくる様子やその構造を，標本，写真，映像を通して紹
介しました．さらに，本館所蔵の東京高等蚕糸学校時代の教材
から明治期の土壌図（武蔵国北部　恒藤規隆・フェスカ：明治
21 年）の展示も同時に行い，来館者も興味を持ってくれたよう
でした．

②「日本の生物多様性とその保全」
会期：8月 1日～ 10 月 3日【来館者 3,481 名】
　国立科学博物館巡回展を誘致し，日本の生物多様性の特徴や
現状，保全活動および本学の生物多様性に関する教育・研究に
ついて展示しました．特に，本学所蔵の昭和 40 年代に調査さ
れた小笠原諸島の植物標本は，現在では入手困難な貴重な資料
を展示すると共に，府中市浅間山に生育するクジュウツリスゲ
や府中用水に生育するアイノコイトモなども紹介しました．会
期が夏休みもあって，地域の小学生も熱心に見ていました．

【3】学内教育および教育普及事業
(1) 学部 1年次博物館見学
　大学入学時のモチベーションを上げるために 2 年前より始
めた学部 1 年次の博物館見学ですが，Ｈ27 年度も工学部は全
学科を対象に工学基礎実験の一コマを使って博物館見学を行
いました．今回から，工学基礎実験が，学科によって前後期に分
かれて実施をしました．各回とも博物館の歴史や収蔵品の特徴
などのアウトラインを説明した後，1 班 20 名弱に分かれて館
内の展示品を学芸員や musset 学生のガイドによって見学を
しました．
　一方，農学部は，移動の時間や経費の問題があり，実現できて
いませんでしたが，今年度初めて生物生産学科の 1年次全員が
博物館見学を行うことができました．
　例年，レポート課題と共に見学の感想を提出してもらってい
ますが，8割を超える学生が大学の歴史や研究力などに興味を
示し，本学に入学して良かった，プライドが持てた，などポジ
ティブな感想を述べた学生が多数いました．

(2) 学芸員課程
　昨年度から博物館実習が通年になり，様々な取り組みをして
いますが，今年度は，8月 25，26 日に科学実験教室「タイカン！
ジッカン！ハクブツカン」を企画し，小中学生を対象に体験型
の実験や観察を通して科学の面白さを伝える取り組みを試み
ました．詳細は「ニュース速報 20 号」に譲りますが，担当した
学生は，準備は大変でしたが，分かってもらえる喜びを感じた
と異口同音に感想を述べていました．
　また，この実験教室の延長上の一つとして，館内の常設展示
の一部をリニューアルする取り組みを実施しました．受講生を
3班に分け，「繊維の基本と分類」「繊維の特性」「農工大で用い
られてきた理化学実験機器」の展示を制作しました．詳細は
「ニュース速報 22 号」に譲りますが，2階の常設展示室の東京
高等蚕糸学校の繭資料の先の部分が，見違えるように現代的に

なり，特に繊維の特性を理解できる実験ビデオは，受講生の創
意工夫が見られ，大学博物館に相応しい展示となりました．

(3) 国立科学博物館サイエンスコミュニケーション講座
　昨年度，国立科学博物館との協働事業として，おもにmusset
学生を対象にサイエンスコミュニケーションの入門講座を開
講し，学生のサイエンスコミュニケーションへの興味関心を喚
起しました．この流れの中で国立科学博物館が実施している
「サイエンスコミュニケータ養成実践講座（SC1,SC2)」を受講し
た場合，大学院博士前期課程もしくは修士課程の単位として認
定する制度を，三学府の教育委員会のご理解ご協力の下，導入
することができました．
　実際に，前期に開講した SC1 では，4名の大学院生が受講し，
後期の SC2 では 2 名の大学院生が受講してそれぞれ，所属の
学府から単位認定を受けることができました．この単位認定制
度の導入により，本学院生のサイエンスコミュニケーション力
を身につけたい学生へのインセンティブになるものと考えて
います．今後も多くの大学院生の挑戦を期待しています．
　また，大学院生のサイエンスコミュニケーション力を養成す
るために，musset の大学院生が学園祭で「のこはくサイエンス
トーク」（9月27日，工学部），「サイエンスカフェ」（11月13日，
農学部）を企画し，開催しました．SC講座で獲得した様々な知
識や体験を実践する場として有効に活用できたと考えます．今
後も，彼らの後輩が後に続いて，農工大学大学院生にサイエン
スコミュニケーションへの興味と実践が根付くことを願って
います．

(4) 子供科学教室
　今年度も，例年の通り，小学生の科学への興味を喚起するた
めに，子供科学教室を月 1回のペースで開催し，保護者も合わ
せて合計 136 名の参加がありました．両学部の教員，博物館学
芸員，そしてmusset 学生による以下のような様々なテーマに
よる教室が開講され，大変好評でした．
・糸繰り体験をしよう！（musset）
・虹を作って，光の秘密を解き明かそう！（飯野孝浩特任助教）
・カメラの御先祖を作ろう：カメラオブスクラ（室尾和之准教
授）
・MIRAI の電池，燃料電池を理解しよう（村上尚准教授）
・カイコの繭から糸を繰ってみよう（齊藤有里加特任助教）
・動物を学ぶふれあい教室（渡辺元教授）

(5)EPOCH プログラム
　科学技術振興機構 JST より公募されていた「次世代科学者育
成プログラム」に科学博物館学生に実施母体となり「未来の
スーパー科学者 EPOCHプログラム」申請を行い，27 年度実施
分として採択され，8月より受講者の募集活動を行い，面接等
を経て 18 名の中学生が受講生として採用され，9 月より翌年
の 3月まで月に 2～ 3 回の実験教室が開催されました．3月末

画展が開催されました．2 件は学内公募型の企画展，1 件は工
学府広報戦略委員会の提案によるもので年度をまたいで実施
された企画展です．

①「未来の再生可能エネルギー展」
工学府広報戦略委員会
会期：平成 27 年度の 3月 17 日～ 6月 13 日【来館者 4,363 名】
　本学のエネルギー関連研究を一堂に集めた企画展「農工大が
想う，描く，カタチにする．未来の再生可能エネルギー展」が
3ヶ月余りに亘り開催されました．実行委員会委員長の工学府
亀山名誉教授を中心に 15 研究室の最先端研究を集めること
ができました．例えば，檜の香りが豊かな発電用木質チップの
実物，カーボンナノチューブ上に結晶成長させた電池，キャパ
シタ電極，小水力の研究などエネルギーの生産・貯蔵・利活用
を網羅しました．また，5，6月には研究者よる講演会やトーク
イベントを開催して，来館者からは展示だけでなく研究者から
直接説明を受けて大変理解が深まったなどの声が多数ありま
した．
　また，青森県エネルギー開発振興課から本展示を青森県のイ
ベントで展示したいとの申し出を受け，展示品の半数近くを青
森まで搬送してミニ展示を行い，本学の研究力をアピールする
ことができました．

②「ウズベキスタンのカイコが育む，アマゾンの森と共にある，
人々の暮らし」
学内公募型
会期：7月 22 日～ 10 月 13 日【来館者 4,208 名】
　農学部ではウズベキスタンとブラジルにおいて JICA の草の
根支援プロジェクトを実施していますが，そのプロジェクトの
実施成果を企画展として開催しました．展示では，プロジェク
トの様子をパネルや動画で紹介すると共に，生産物の販売モデ
ル確立のためにウズベキスタンのお土産作品を展示しました．
また，来館者には，ウズベキスタン産の繭やシルク -ロードの
布「アトラス」のサンプルを配布し，好評でした．
　さらに，今回はブラジル，ウズベキスタンのシンポジウムが
それぞれ開催され，特に，ウズベキスタンDay では，富岡市長，
ウズベキスタン大使館の書記官が来館され，来館者と交流をさ
れていました．
　本展示のウズベキスタン関連の資料は，本展示が終了後，世
界遺産である富岡製糸場で 1ヶ月間にわたり展示され，本学の
知名度向上に一役買うことができたと思います．

③「感染症と闘え！研究最前線」
学内公募型
会期 :1 月 23 日～ 2月 20 日【来館者 3,739 名】
　農学部国際家畜感染症防疫教育研究センターとの共催によ
り，同センターや国内における最先端の感染研究を扱う企画展

を開催しました．その趣旨は，感染症研究活動の最前線を見て
実感できるように，感染症研究室を展示室に再現し，日頃は見
ることができない実験機器や論文などを展示しました．また，
危険度の高い感染症を迅速に診断する機器，様々な寄生虫やワ
クチン，本学における感染症研究の紹介など，感染症と闘う現
場を多角的な視点から学ぶことができる展示となりました．
　会期中の毎週土曜日には，現役の研究者や獣医師，ジャーナ
リストなど多くのゲストを招待して講演会や座談会を実施し，
これまでにない企画展となりました．

(2) 特別展
①「第 10 回東京シルク展」
会期：10 月 23 日～ 10 月 25 日【来館者 1,155 名】
　「多摩シルクライフ 21 研究会」主催の東京シルク展が二年
振りに開催されました．今回は，展示・実演だけでなく，体験型
のワークショップも開催されました．25 日のシンポジウムで
は，薗田京都大学名誉教授が「ローカリズムの復興」をテーマ
に，現在の産業事情と伝統産業にまつわる講演に始まって，蚕
糸産地である群馬の今，インクジェット染色の新たな可能性な
どの講演があり，立ち見もでるほどの盛況でした．

②科学技術展 2015
会期：11 月 13 日～ 11 月 15 日【来館者 1,210 名】
　本学の研究力を社会的にアピールするために恒例となって
いる「科学技術展 2015」が開催されました．今年は「未来に貢献
する農工大のイノベーション」をキャッチフレーズとし小金井
キャンパスの多くの研究室が最新研究成果を展示していまし
た．しかしながら，例年，秋の学園祭は 11 月に行われていまし
たが，今年は工学部キャンパスでは 9月開催となったため，例
年に比べて見学者が少なく，少々寂しいものとなりました．と
は言っても本学の最新研究に触れることができて，多くの来館
者は興味を持ったようでした．

③第 34 回友の会サークル作品展
会期：2月 6日～ 2月 13 日【来館者 2,850 名】
　恒例の友の会サークル作品展が，今年も 2 月中旬に開催さ
れ，多くの来館者がありました．友の会 10 サークルによる 1
年間の研鑽の成果を地域の方々にご覧いただいたことは，会員
にとっても大きな励みとなったことでしょう．今回は，レース，
絹，わら，織物の 4サークルが実技体験を行い，手仕事の魅力を
来館者に伝えることができました．

(3) 巡回展
①2015 年国際土壌年記念巡回展「土ってなんだろう？」
会期：6月 27 日～ 7月 11 日【来館者 1,199 名】
　2015 年が国連総会で定めた国際土壌年を記念して埼玉県立
川の博物館が企画，展示物を作製した巡回展を開催しました．

に，最終報告会が行われて，受講者全員に修了証が手渡されま
した．詳細についてはニュース速報 19，20，21，22，23 号をご覧
ください．

【4】その他の活動
(1) 支援団体との協力
　博物館には繊維技術研究会，友の会および学生支援団体であ
るmussetがあり，今年度も各団体で独自の様々な企画を立案・
実行したり，博物館からの様々な要望に対応いただきました．
特に，繊維技術研究会とmusset には，団体見学での解説ガイ
ドを何度も受け入れていただき，感謝しています．また，友の会
には夏の「子ども体験教室」に実演対応をいただくなど，多くの
ご協力をいただきました．H28 年度も引き続きご協力をお願い
したいと思っています．

(2) 収蔵資料のデータベース化
　収蔵資料のデータベース化が終了し，どのような資料がどこ
にあるか検索できる状態です．それによると収蔵庫には 10，
300 点余りの資料があることが分かりました．今後は，常設展
示室や鈴木コレクションの登録作業を続けていきます．

(3) ミュージアムグッズの販売
　平成26年 1月から本格的に販売を始めたミュージアムグッ
ズは，H27 年度も引き続いて販売を行い，多くの来館者にご購
入をいただきました．昨年度新たに開発した生糸商標をプリン
トしたハンカチは，好評で完売をしました．来年度，さらに新た
なグッズを開発していく予定でいます．

　

EPOCH プログラム修了式が開催
されました
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　2016 年 3月 19 日 ( 土 )，2015 年度 EPOCHプログラムの修
了式が多摩六都科学館にて開催されました．大勢の保護者の方
にもお集まりいただき，修了証や実行委員会特別賞などの授
与，記念撮影，個人の自由研究課題の発表などが行われました．
月に 2回ほどの実験教室を主体に，通常の授業に加えてかなり
多忙なプログラムでしたが，高い出席率から，受講生の科学へ
の強い興味と関心を感じることができました．
　今年度は自由研究課題のサポート等で引き続きプログラム
が進んでいきますが，受講生全員で集まる機会はこの修了式が
最後でした．半年間切磋琢磨した仲間たちとの友情や科学への
興味関心を引き続き育てていっていただければと思います．
　受講生の皆さん，サポートしてくださったご家族の皆さん，

多摩六都科学館のスタッフの皆さん，プログラムに携わって
くれた本学・学外の皆さん，大変有難うございました．

企画展「のぞいてみよう，自動運転
の最前線」展を開催しています
                                                                                             

▶飯野孝浩 ( 科学博物館特任助教・学芸員 )

　5月 28 日 ( 土 ) より，いま話題となっている自動運転に関す
る最先端の研究をご紹介する企画展「人もクルマもアクティブ
に！のぞいてみよう，自動運転の最前線」展を本館 1階企画展
示室で開催しています．
　交通戦争と呼ばれた一時期ほどではないものの，未だに交通
事故死亡者数は毎年 4000 人を越え，交通事故全体の経済的損
失も 6兆円と試算されています．また，超高齢化社会を目前に
控え，高齢者やいわゆる交通弱者の方々が生活を維持し，アク
ティブに暮らしていくために自動車の役割は高まっていくと
考えられます．人間の機能を補い，より安全な運転を実現する
のが自動運転車です．本展では特に，研究で用いられている試
験用自動運転車，周辺環境を捉える環境センシング，交通事故
の起こりやすい環境を調べるヒヤリハットデータベース，そし
て自動運転車とドライバーの情報のやり取りをスムーズにす
る次世代インターフェースという 4 つの視点から自動運転の
技術をご紹介しています．いずれも本学で研究が進められてい
る技術です．
　また，会場では技術を説明する多数のオリジナル動画や，セ
ンシング技術のデモンストレーションを数多く用意しており，
これまでにないインタラクティブな展示を実現しています．次
世代運転技術に興味をお持ちの一般の方から，親子連れの方ま
で，幅広く学んでいただける企画展・イベントとなっています．
　6 月 11 日には研究者によるギャラリートーク（15 時～16
時），そして 8 月 27 日には展示されている自動運転車のデモ
ンストレーション（13 時～15 時）も行います．どちらも参加費
無料，予約不要です．直接展示会場にお越しください．

【6・7月】

科学博物館活動カレンダー
企画展関連
研究者によるギャラリートーク【予約不要】
6月 11 日 ( 土 )15:00～15:30
工学部機械システム工学科　
ポンサトーン・ラクシンチャラーンサク准教授
会場　科学博物館 1階企画展示室

子ども科学教室【要予約】
6 月 25 日（土曜日）10:00 ～ 12:00
「犯人は誰だ？！～化学発光のしくみを知ろう～」
申込先：東京農工大学科学博物館事務室
電話：042-388-7163
FAX：042-388-7598
E-mail：kahaku@cc.tuat.ac.jp
( 氏名，学年，学校名，性別，電話番号をお伝え下さい）　
会場　科学博物館 3階多目的実験室

繊維技術研究会講演会【予約不要】
6 月 21 日（火） 13：00 ～ 15：00
「製糸機械のいろいろ―X線選繭機と生糸検査機など―」　
川名 茂 ( 繊維技術研究会・元農林水産省蚕糸試験場・農学博士 )
会場　科学博物館 3階講堂

　皆さんこんにちは．　友の会の会長の国眼です．
博物館の「友の会」のサークルに入会して頂きありがとうござ
います．
　今年度新たに各サークル 4名，10 サークル合計 40 名の方を
お迎えし，また新しい 2年生，3年生，4年生を合わせ，合計 154
名でスタートを切ることができました．
　今年度のサークル入会希望者は定員 40 名の所 108 名あり，
サークル平均 2.7 倍にもなりました．或るサークルでは 6.5 倍
にもなったところがあるようです．逆に言いますと，多くの方
が入会の希望にかなえられなかった訳です．幸いにして入会さ
れた皆さまには，所期の目標に向かって頑張って頂きたいと思
いますし，友の会としても十分サポートをしていきたいと思っ
ています．
　既にお聞きになっていることと思いますが，本サークルには
いわゆる講師なる先生はいません．皆さんは最初は生徒です
が，最終学年では先生になるわけです．このシステムは本サー
クルの特徴です．先輩の方々が，技術を引き継ぎ，向上させ，そ
れを皆さまに教え，そして皆さんがまた技術を向上させ，後輩
に伝承させるシステムです．これは他には見当たらないユニー
クなシステムだと思います．私はこのシステムは素晴らしいや
り方だと思っています．
　作品を作るテクニックを覚えるのだけではなく，教えること
で，相手の気持ちを汲み取り，説得し，共同する気持ちが養わ
れ，人として成長するように思います．目標にしている作品を
制作できるスキルを修得すると同時に，本サークル活動を通し
て，一回りも二回りも大きな人に成長されることを期待し，楽
しみにしています．
　まずは 1年間，楽しく頑張って行きましょう．

事務室より
                                                                                             

▶ 北川和幸 ( 科学博物館事務 )

　まずはじめに，今回の熊本地震で被災された方，そして，御家
族・関係者の皆様に対して，心よりお見舞い申し上げます．一
日も早く平安な日常が訪れることを心より祈念致します．
　さて，３月２２日（水）付けの新聞の全面広告で「農学×工
学」の文字が目に飛び込み，これは間違いなく「東京農工大学」
の事柄だと確信しました．学長及び副学長の顔写真入りだった
ことに，ビックリするとともに，本気度が伝わってまいりまし
た．
　当博物館２Ｆに炭素繊維の展示コーナーが有りますが，２０
年近く前に，炭素繊維（カーボンファイバー）は，高価なスキー
板やゴルフクラブで一世を風靡していたことを思い出します．

そんな炭素繊維は，今では旅客機の翼及び胴体の素材として使
用されていて，繊維企業の努力による付加価値の創造に頭が下
がります．一方，炭素繊維のような素材として，木材を原料とし
たセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）が，環境保全に役立つ次
世代繊維として脚光を浴びています．資源の少ない日本では，
国土面積の７割が森林面積のことから，原料が容易に手に入る
こともあり，「ポスト炭素繊維」として期待されています．コス
ト面では，まだまだなこともあり，この分野では，製糸業界が盛
んに研究しています．
　さて，ＣＮＦの原料は「木材」，炭素繊維の原料は「石油」との
ことから，「木材×石油」と言え，さらに飛躍した見方をすれば
「農学×工学」とも考えられます．「農学」と「工学」を専門とし
た多様化した価値観は，このような次世代の素材分野にも見て
取ることができます．本学は，社会貢献のため，基礎研究の充実
と技術革新の研究が行われています．そして，その広報活動の
一部を科学博物館が担っています．そんなミッションを持って
いる当館では，インパクトある企画展等を企画・計画していま
す．どうぞ，ご期待ください．
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